
し
な
い
姿
勢
を
示
し
、
日
本

を
け
ん
制
す
る
意
図
も
あ
り

そ
う
だ
。

　

タ
ス
通
信
に
よ
る
と
、
メ

ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
氏
は
２
日
、

会
合
に
出
席
。
ク
リ
ー
ル
諸

島（
北
方
領
土
と
千
島
列
島
）

の
発
展
に
向
け
「
特
別
な
手

段
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
免

税
策
の
導
入
に
意
欲
を
示
し

た
。
そ
の
後
、
小
型
の
政
府

専
用
機
２
機
で
ユ
ジ
ノ
サ
ハ

リ
ン
ス
ク
か
ら
択
捉
島
に
移

動
し
、
別
飛
（
ロ
シ
ア
名
レ

イ
ド
ボ
）
で
建
設
中
の
学
校

や
住
宅
を
視
察
し
た
。
水
産

工
場
や
温
泉
施
設
に
も
立
ち

寄
る
予
定
。

　

対
日
強
硬
派
と
目
さ
れ
る

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
氏
は
１
０

年
１
１
月
に
ロ
シ
ア
大
統

領
と
し
て
初
め
て
国
後
島
を

訪
れ
た
。
首
相
に
就
任
し
た

１
２
年
に
再
訪
し
「
領
土
は

一
寸
た
り
と
も
渡
さ
な
い
」

と
発
言
、
日
ロ
関
係
の
悪
化

中
止
要
請
無
視
、
日
本
け
ん
制

４
年
ぶ
り
、
実
効
支
配
誇
示

ロ
シ
ア
首
相
、
択
捉
島
を
訪
問

米
、
対
中
制
裁
４
弾
９
月
発
動

３
２
兆
円
分
１
０
％
、
引
き
上
げ
も

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
２

日
、「
領
土
問
題
に
関
す
る

わ
が
国
の
立
場
と
相
い
れ
な

い
」
と
述
べ
、
訪
問
に
反
対

す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
９
月
、

極
東
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
会
談
す

る
意
向
。
日
ロ
が
４
島
で
実

現
を
目
指
す
共
同
経
済
活
動

の
交
渉
を
進
展
さ
せ
ら
れ
る

か
ど
う
か
が
焦
点
と
な
る
。

今
回
の
訪
問
に
は
、
首
脳
会

談
を
前
に
領
土
問
題
で
妥
協

　
【
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
共
同

＝
飯
沼
賢
一
】
ロ
シ
ア
の
メ

ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
首
相
は
２

日
、
北
方
領
土
の
択
捉
島
を

訪
問
し
た
。
日
本
の
中
止
要

請
に
応
じ
ず
、
強
行
し
た
。

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
氏
の
北
方

領
土
入
り
は
２
０
１
５
年
８

月
以
来
４
年
ぶ
り
で
４
回

目
。
日
ロ
平
和
条
約
締
結
交

渉
が
停
滞
す
る
中
、
実
効
支

配
す
る
北
方
領
土
の
開
発
を

急
ぐ
姿
勢
を
内
外
に
誇
示
す

る
狙
い
が
あ
る
。

３
２
兆
２
千
億
円
）
に

１
０
％
の
制
裁
関
税
を
課
す

意
向
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
明
ら

か
に
し
た
。
９
月
１
日
に
発

動
す
る
方
針
。
実
施
す
れ
ば

「
第
４
弾
」
の
制
裁
と
な
り
、

ほ
ぼ
全
て
の
輸
入
品
が
追
加

関
税
の
対
象
と
な
る
。
中
国

の
王
毅
国
務
委
員
兼
外
相
は

２
日
、
訪
問
先
の
バ
ン
コ
ク

で
「
貿
易
摩
擦
を
解
決
す
る

建
設
的
方
法
で
は
な
い
」
と

記
者
団
に
述
べ
反
発
し
た
。

摩
擦
は
再
び
激
化
し
そ
う

だ
。

　

米
中
は
６
月
下
旬
に
開
い

た
首
脳
会
談
で
、
米
国
が
新

た
な
制
裁
関
税
の
発
動
を
見

送
り
、
協
議
継
続
で
一
致
。

７
月
末
に
上
海
で
閣
僚
級
協

議
を
再
開
し
、
９
月
に
は
ワ

シ
ン
ト
ン
で
も
協
議
を
行
う

予
定
だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

一
声
で
「
停
戦
」
状
態
は
終

わ
っ
た
。

　

米
中
摩
擦
の
長
期
化
が
世

界
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

警
戒
感
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

７
月
気
温
、
史

上
最
高
に
匹
敵

国
連
事
務
総
長
が
警
告

北
朝
鮮
が
ま
た
飛
翔
体
発
射

１
週
間
余
り
で
３
度
目

米
、
日
韓
に
関
係
改
善
促
す

仲
介
案
は
示
さ
ず

心
理
を
冷
や
し
た
。
東
京
外

国
為
替
市
場
の
円
相
場
は
一

時
、
前
日
よ
り
２
円
以
上
高

い
１
ド
ル
＝
１
０
６
円
台
へ

急
伸
し
、
企
業
業
績
の
悪
化

が
警
戒
さ
れ
た
。

　

午
後
１
時
現
在
は
前
日
終

値
比
５
１
６
円
５
６
銭
安
の

２
万
１
０
２
４
円
４
３
銭
。

東
証
株
価
指
数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｘ
）
は
３
５
・
８
２
ポ
イ
ン

ト
安
の
１
５
３
１
・５
３
。

夏
夜
を
照
ら

す
武
者
灯
籠

青
森
ね
ぶ
た
祭
が
開
幕

規
制
強
化
第
２
弾
、
２
８
日
施
行

　
【
共
同
】
政
府
は
２
日
、
安
全
保
障
上
の
輸
出
管
理
で
優
遇
措
置
を
取
っ
て
い
る
「
ホ
ワ
イ
ト
国
」
か
ら
韓
国
を

除
外
す
る
政
令
改
正
を
閣
議
決
定
し
た
。
７
月
の
半
導
体
材
料
の
対
韓
輸
出
管
理
厳
格
化
に
続
く
規
制
強
化
第
２

弾
。
今
月
７
日
に
政
令
を
公
布
し
、
２
８
日
に
施
行
す
る
。
日
本
が
ホ
ワ
イ
ト
国
の
指
定
を
取
り
消
す
の
は
韓
国

が
初
め
て
。
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
は
臨
時
閣
議
を
開
い
て
「
非
常
に
無
謀
な
決
定
だ
」
と
異
例
の
強
い
言
葉
で

非
難
し
、
日
本
に
決
定
撤
回
を
求
め
た
。
日
米
韓
は
２
日
、
バ
ン
コ
ク
で
３
カ
国
に
よ
る
外
相
会
談
を
開
催
。
米

国
は
日
韓
対
立
の
緩
和
を
求
め
た
。
た
だ
具
体
的
な
仲
介
案
は
示
さ
な
か
っ
た
。

韓
国
の
輸
出
優
遇
除
外
決
定

を
招
い
た
。
１
５
年
に
は
択

捉
島
を
訪
問
し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
政
府
関
係
者
に
よ

る
と
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
氏

は
水
産
工
場
や
建
設
中
の
学

校
、
道
路
の
視
察
を
計
画
し

て
い
る
。

　

４
島
の
う
ち
、
最
も
開
発

が
進
ん
で
い
る
択
捉
島
で

は
、
北
方
領
土
最
大
企
業

東
証
、
一
時
５
０
０
円
超
安

今
年
３
番
目
、
米
中
・
日
韓
で

文
大
統
領
「
無
謀
な
決
定
」

３
度
目
と
な
っ
た
。

　

岩
屋
毅
防
衛
相
は
２
日
午

前
に
防
衛
省
内
で
幹
部
会
議

を
開
催
。
情
報
収
集
や
警
戒

監
視
に
万
全
を
期
す
よ
う
指

示
し
た
。
日
本
政
府
は
、
日

本
の
領
域
や
排
他
的
経
済
水

域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
へ
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
と
明
ら
か
に
し

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

「
私
は
問
題
な
い
。
非
常
に

標
準
的
な
短
距
離
ミ
サ
イ
ル

だ
」
と
述
べ
、
北
朝
鮮
を
非

の
規
制
強
化
を
取
り
や
め
る

よ
う
求
め
て
い
た
が
、
日
本

は
貿
易
管
理
に
関
す
る
国
内

運
用
の
見
直
し
だ
と
し
て
応

じ
な
か
っ
た
。
元
徴
用
工
問

題
な
ど
を
巡
り
対
立
す
る
日

韓
の
さ
ら
な
る
関
係
悪
化
は

確
実
。
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
は
、

打
撃
が
予
想
さ
れ
る
品
目
と

し
て
自
動
車
や
船
舶
の
材
料

と
な
る
炭
素
繊
維
や
精
密
工

作
機
械
な
ど
と
報
じ
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
閣
議

後
の
記
者
会
見
で
「
他
の
ア

ジ
ア
各
国
や
地
域
と
同
様
の

扱
い
に
戻
す
も
の
で
禁
輸
措

置
で
は
な
い
」
と
強
調
。
文

氏
は
「
今
後
起
き
る
事
態
の

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
藤

原
章
博
】
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
は
１
日
、
貿
易
問
題

で
対
立
す
る
中
国
か
ら
の

輸
入
品
３
千
億
ド
ル
（
約

　
【
ソ
ウ
ル
、
ワ
シ
ン
ト
ン

共
同
】
韓
国
軍
合
同
参
謀
本

部
は
２
日
、
北
朝
鮮
が
同
日

未
明
、
東
部
・
咸
鏡
南
道
永

興
付
近
か
ら
日
本
海
に
向
け

て
短
距
離
の
飛
翔
体
を
２
回

に
わ
た
り
発
射
し
た
と
明
ら

か
に
し
た
。
高
度
は
約
２
５

キ
ロ
、
推
定
飛
行
距
離
は
約

２
２
０
キ
ロ
で
、
最
大
飛
行

速
度
は
マ
ッ
ハ
６
・
９
と
探

知
さ
れ
た
と
い
う
。
日
本
政

府
関
係
者
は
短
距
離
弾
道

ミ
サ
イ
ル
と
の
見
方
を
示
し

た
。
韓
国
大
統
領
府
報
道
官

は
、
米
韓
当
局
は
新
型
の

短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
可

能
性
が
高
い
と
み
て
、
さ
ら

に
精
密
に
分
析
す
る
と
述
べ

た
。

　

米
政
府
筋
は
米
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ

レ
ビ
に
対
し
、
８
月
上
旬
に

始
ま
る
米
韓
合
同
軍
事
演
習

へ
の
抗
議
と
み
ら
れ
る
と
説

明
し
た
。
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ

サ
イ
ル
な
ど
の
発
射
は
、
７

月
下
旬
か
ら
１
週
間
余
り
で

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
対

中
制
裁
関
税
「
第
４
弾
」
を

９
月
に
発
動
す
る
意
向
を
１

日
に
示
し
、
米
ダ
ウ
工
業
株

３
０
種
平
均
は
続
落
し
て
前

日
比
２
８
０
・
８
５
ド
ル
安

の
２
万
６
５
８
３
・
４
２
ド

ル
で
取
引
を
終
え
た
。
２
日

の
東
京
市
場
は
こ
の
流
れ
を

引
き
継
ぎ
、
円
高
が
収
益
下

振
れ
に
つ
な
が
る
輸
出
関
連

株
を
は
じ
め
、
幅
広
い
銘
柄

が
下
落
。
工
作
機
械
な
ど
、

中
国
で
の
売
上
高
が
大
き
い

銘
柄
の
売
り
注
文
が
膨
ら
ん

だ
。

株
式
市
場
で
株
価
が
下
落
。

東
京
市
場
で
も
日
経
平
均
株

価
が
一
時
、
大
幅
に
値
を
下

げ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
日
、
記

者
団
に
対
し
、
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
が
問
題
に
取

り
組
む
「
速
さ
が
十
分
で
は

な
い
」
と
強
調
し
た
。
貿
易

協
議
で
成
果
が
出
な
い
現
状

に
不
満
を
示
し
「
関
税
率
は

　
【
バ
ン
コ
ク
共
同
】
河
野

太
郎
外
相
、
米
国
の
ポ
ン
ペ

オ
国
務
長
官
、
韓
国
の
康
京

和
外
相
は
２
日
午
後
（
日
本

時
間
同
日
夕
）、
タ
イ
の
首

都
バ
ン
コ
ク
で
３
カ
国
外
相

会
談
を
行
っ
た
。
日
本
外
務

省
に
よ
る
と
、
ポ
ン
ペ
オ

氏
は
「
日
韓
両
国
が
協
力
し

て
前
に
進
む
こ
と
を
促
し
た

い
」
と
述
べ
、
日
本
の
対
韓

輸
出
規
制
強
化
や
元
徴
用
工

問
題
で
深
ま
る
日
韓
の
対
立

緩
和
を
求
め
た
。
関
係
改
善

に
向
け
た
具
体
的
な
仲
介
案

は
示
さ
な
か
っ
た
。

　

日
韓
対
立
の
深
刻
化
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
ポ
ン
ペ
オ
氏

は
米
国
に
と
っ
て
同
盟
国
で

あ
る
両
国
の
歴
史
問
題
も
絡

む
争
い
に
、
現
時
点
で
本
格

介
入
す
る
の
を
避
け
た
格
好

だ
。

　

会
談
で
康
氏
は
、
日
本
が

安
全
保
障
上
の
輸
出
管
理

で
優
遇
措
置
を
取
っ
て
い

る
「
ホ
ワ
イ
ト
国
」
か
ら
韓

国
を
除
外
す
る
政
令
改
正
を

閣
議
決
定
し
た
こ
と
に
強
い

遺
憾
の
意
を
示
し
た
。
河
野

氏
は
安
全
保
障
を
目
的
と
し

た
正
当
な
措
置
だ
と
強
調
し

た
。
元
徴
用
工
問
題
で
解
決

策
を
講
じ
な
い
韓
国
の
対
応

難
し
な
い
意
向
を
示
し
た
。

　

韓
国
軍
合
同
参
謀
本
部

は
、
発
射
時
刻
は
そ
れ
ぞ
れ

午
前
２
時
５
９
分
ご
ろ
と
３

時
２
３
分
ご
ろ
と
し
て
い

る
。
韓
国
政
府
は
「
朝
鮮
半

島
の
軍
事
的
緊
張
緩
和
に
向

け
た
努
力
に
役
立
た
な
い
行

為
」
だ
と
し
て
発
射
中
止
を

求
め
た
。

　

韓
国
の
情
報
機
関
、
国
家

情
報
院
は
１
日
、
北
朝
鮮
が

８
月
中
に
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を

再
び
発
射
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
の
見
方
を
示
し
、
関
係

機
関
が
警
戒
し
て
い
た
。

　

国
情
院
は
相
次
ぐ
発
射
に

つ
い
て
、
北
朝
鮮
が
米
韓
合

同
軍
事
演
習
へ
の
反
発
を
示

す
と
同
時
に
、
非
核
化
を
巡

　

日
本
政
府
が
輸
出
管
理
の

「
ホ
ワ
イ
ト
国
」
か
ら
韓
国

を
除
外
す
る
閣
議
決
定
に
踏

み
切
り
、
半
導
体
供
給
の
停

滞
と
い
っ
た
世
界
経
済
・
貿

易
へ
の
悪
影
響
に
対
す
る
不

安
も
招
い
た
。
２
日
の
ソ
ウ

ル
市
場
も
下
落
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
２
日
夜
に
は

７
月
の
米
雇
用
統
計
の
発
表

を
控
え
て
お
り
、
平
均
株

価
に
関
し
て
「
下
げ
が
一
巡

し
た
後
は
相
場
全
体
に
膠
着

感
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
」（
国
内
中
堅
証
券
）
と

の
見
方
も
あ
っ
た
。

２
５
％
以
上
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、

一
段
の
制
裁
強
化
を
ち
ら
つ

か
せ
て
早
期
妥
結
を
迫
っ

た
。

　

第
４
弾
の
対
象
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
靴
、
お
も

ち
ゃ
な
ど
約
３
８
０
０
品

目
。
消
費
財
が
幅
広
く
含
ま

れ
、
米
経
済
へ
の
悪
影
響

も
大
き
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
米
政
権
は
こ
れ
ま
で

に
計
２
５
０
０
億
ド
ル
分
に

２
５
％
の
追
加
関
税
を
課
し

て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
「
３
カ
月
前
に
中
国

と
貿
易
協
定
を
結
べ
た
と

思
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
中

国
が
再
交
渉
を
決
め
た
」
と

指
摘
。
約
束
し
た
米
農
産
品

の
巨
額
購
入
も
「
実
施
し
て

い
な
い
」と
批
判
を
重
ね
た
。

一
方
で
「
包
括
的
な
貿
易
協

定
に
向
け
、
前
向
き
な
対
話

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と

述
べ
、歩
み
寄
り
を
促
し
た
。

　

米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ

Ｒ
）
は
５
月
、
制
裁
第
４
弾

の
対
象
品
目
を
発
表
。
６
月

に
産
業
界
か
ら
意
見
を
聞
く

公
聴
会
を
開
催
し
た
際
は
、

反
対
す
る
声
が
相
次
い
だ
。

は
国
際
法
違
反
に
当
た
る
と

指
摘
し
、
是
正
を
求
め
て
い

る
と
主
張
し
た
。

　

康
氏
に
よ
る
と
、
ポ
ン
ペ

オ
氏
は
日
韓
関
係
の
打
開
へ

「
米
国
も
今
後
、
役
割
を
果

た
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
康

氏
は
会
談
後
、
日
韓
関
係
の

現
状
に
つ
い
て
「
米
国
も
と

て
も
懸
念
し
て
い
る
」
と
の

認
識
を
記
者
団
に
示
し
た
。

日
本
外
務
省
は
「
会
談
で
米

国
か
ら
懸
念
は
表
明
さ
れ
な

か
っ
た
」
と
し
た
。

　

米
側
は
こ
れ
ま
で
、
日
韓

双
方
に
対
し
て
新
た
な
措
置

を
取
ら
ず
時
間
を
か
け
て
交

渉
す
る
「
据
え
置
き
協
定
」

の
仲
介
案
受
け
入
れ
を
求
め

て
い
る
と
し
て
い
た
。

　

３
氏
は
短
距
離
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
相
次
い
で
発
射
し
た

北
朝
鮮
対
応
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
、
引
き
続
き
緊
密

に
連
携
し
て
い
く
方
針
で
一

致
。
イ
ラ
ン
を
含
め
た
中
東

情
勢
も
協
議
し
た
。
日
本
外

務
省
は
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

の
安
全
確
保
に
向
け
た
有
志

連
合
構
想
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
確
認

を
避
け
た
。
会
談
時
間
は
約

３
０
分
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
外
務
省

の
金
杉
憲
治
ア
ジ
ア
大
洋
州

局
長
と
韓
国
外
務
省
の
金
丁

漢
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
も
協

議
。
双
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
を
主
張
す
る
に
と
ど
ま
っ

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長

は
１
日
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
で
記
者
会
見

し
、
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ

Ｏ
）の
最
新
デ
ー
タ
を
基
に
、

今
年
７
月
の
世
界
の
気
温
が

「
観
測
史
上
最
も
暑
か
っ
た

月
を
上
回
ら
な
く
と
も
、
匹

敵
は
し
た
」
と
語
っ
た
。
６

月
も
観
測
史
上
最
も
暑
い
６

月
だ
っ
た
。

　

グ
テ
レ
ス
氏
は
「
こ
う
し

た
異
常
気
象
は
氷
山
の
一

角
だ
。
そ
し
て
ま
た
、
氷

山
も
急
速
に
解
け
て
い
っ

て
い
る
」
と
警
告
。
前
回

の
「
最
も
暑
か
っ
た
７
月
」

は
２
０
１
６
年
で
「
強
力
な

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
影
響

だ
っ
た
が
、
今
年
は
違
う
だ

け
に
、
よ
り
重
大
だ
」
と
指

摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
９
月
の
気
候

行
動
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る

各
国
指
導
者
に
向
け
「
美
し

い
演
説
で
は
な
く
具
体
的
な

計
画
」
を
持
っ
て
く
る
よ
う

呼
び
掛
け
た
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
と
、
今
年

７
月
の
気
温
は
産
業
革
命
前

よ
り
約
１
・
２
度
高
か
っ
た
。

今
年
に
入
り
、
イ
ン
ド
の
首

都
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
や
米
ア
ラ

ス
カ
州
ア
ン
カ
レ
ジ
、
パ

リ
、
チ
リ
の
首
都
サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
な
ど
世
界
各
地
で
観
測

史
上
最
高
気
温
を
記
録
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
今

年
の
世
界
の
気
温
は
史
上
２

〜
３
番
目
に
高
く
な
る
見
通

し
だ
。

る
米
朝
交
渉
が
本
格
化
す
る

前
に
武
器
体
系
の
改
善
を
急

ぐ
「
実
質
的
な
必
要
性
」
が

あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
は
７
月
２
５
日
に

短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
２
発

を
発
射
。
３
１
日
に
も
短
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
み
ら
れ

る
飛
翔
体
を
発
射
し
た
が
、

北
朝
鮮
国
営
メ
デ
ィ
ア
は
新

た
に
開
発
し
た
「
大
口
径
操

縦
放
射
砲
（
多
連
装
ロ
ケ
ッ

ト
砲
）」
の
試
射
を
報
じ
た
。

　
【
共
同
】
巨
大
な
武
者
灯

籠
が
夏
の
夜
を
照
ら
す
津
軽

の
風
物
詩「
青
森
ね
ぶ
た
祭
」

責
任
も
全
面
的
に
日
本
政
府

に
あ
る
」
と
警
告
。「
盗
っ

人
た
け
だ
け
し
く
大
声
を
上

げ
る
」
と
批
判
し
た
。
文
氏

の
発
言
を
政
府
は
取
り
合
わ

な
い
構
え
だ
。
韓
国
の
対
抗

措
置
に
関
し
「
自
国
向
け
の

ア
ピ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
。
日

本
に
実
害
が
出
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
」（
政

府
関
係
者
）
と
指
摘
し
た
。

　

経
済
産
業
省
は
２
日
、
貿

易
相
手
国
を
輸
出
規
制
レ
ベ

ル
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
Ａ
か

ら
Ｄ
の
４
段
階
に
分
類
す
る

新
た
な
区
分
を
導
入
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
国
は
グ
ル
ー
プ
Ａ

に
当
た
り
、
韓
国
は
２
８
日

か
ら
グ
ル
ー
プ
Ｂ
と
な
る
。

　

政
令
改
正
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
の

結
果
も
公
表
。
４
万
６
６
６

件
が
集
ま
り
、
９
５
％
超
が

「
お
お
む
ね
賛
成
」
だ
っ
た
。

　

日
本
は
２
０
０
４
年
に
韓

国
を
ホ
ワ
イ
ト
国
に
指
定
し

た
。
輸
出
先
が
ホ
ワ
イ
ト
国

で
あ
れ
ば
企
業
は
手
続
き
の

簡
略
化
な
ど
の
優
遇
措
置
を

　
【
共
同
】
２
日
の
東
京

株
式
市
場
の
日
経
平
均
株

価
（
２
２
５
種
）
は
大
幅
反

落
し
た
。
下
げ
幅
は
一
時

５
０
０
円
を
超
え
て
今
年
３

番
目
の
大
き
さ
に
達
し
、
取

引
時
間
中
と
し
て
約
２
週
間

ぶ
り
に
２
万
１
０
０
０
円
を

割
り
込
ん
だ
。
米
中
貿
易
摩

擦
が
一
段
と
激
化
す
る
と
の

懸
念
が
拡
大
し
た
ほ
か
、
日

韓
対
立
の
深
ま
り
が
投
資
家

閣議後に記者会見する世耕経産相
＝２日午前、経産省（共同）

（１） ２０１９年第５２９７号  ８月 ３日 （土曜日）

「
ギ
ド
ロ
ス
ト
ロ
イ
」
が
雇

用
を
創
出
し
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
る
な
ど
島
の
発
展

に
貢
献
。
海
外
か
ら
の
観
光

客
も
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま

た
、
軍
が
１
６
年
に
新
型
地

対
艦
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る

な
ど
、
地
域
で
進
め
る
軍
備

増
強
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い

る
。

れ
わ
れ
も
日
本
を
ホ
ワ
イ
ト

国
か
ら
除
外
し
、
輸
出
管
理

を
強
化
す
る
」
と
し
た
。

　

韓
国
は
日
本
に
よ
る
一
連

　

韓
国
は
２
日
、
日
本
を
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に

提
訴
す
る
準
備
を
加
速
さ
せ

る
と
発
表
。韓
国
高
官
は「
わ

「青森ねぶた祭」が開幕し、次々
と行進する色鮮やかなねぶた＝
２日夜、青森市（共同）

受
け
ら
れ
る
。
除
外
さ
れ
る

と
、
軍
事
転
用
の
恐
れ
が
あ

る
と
さ
れ
た
場
合
、
食
料
品

や
木
材
な
ど
を
除
い
た
多
く

の
品
目
で
輸
出
企
業
は
契
約

ご
と
に
経
産
省
か
ら
許
可
を

得
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
は
７
月
４
日
、
フ
ッ

化
水
素
な
ど
半
導
体
材
料
３

品
目
の
対
韓
輸
出
規
制
を
強

化
し
た
。

た
。

が
２
日
、
青
森
市
中
心
部
で

開
幕
し
た
。
浴
衣
姿
の
「
ハ

ネ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
踊
り
手

が
舞
う
中
、
色
鮮
や
か
な
ね

ぶ
た
が
行
進
、
観
客
を
魅
了

し
た
。
７
日
ま
で
開
催
さ
れ

る
。

　

午
後
７
時
す
ぎ
、
大
小
計

２
８
台
の
ね
ぶ
た
が
お
は

や
し
の
音
色
と
と
も
に
動
き

だ
す
と
、
ハ
ネ
ト
が
「
ラ
ッ

セ
ラ
ー
」
の
掛
け
声
を
上
げ

跳
び
は
ね
て
踊
っ
た
。
大
型

ね
ぶ
た
は
高
さ
約
５
メ
ー
ト

ル
、重
さ
約
４
ト
ン
に
な
る
。

約
２
０
人
の
引
き
手
が
力
を

合
わ
せ
て
回
転
さ
せ
る
と
、

そ
の
迫
力
に
沿
道
か
ら
ひ
と

き
わ
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

た
。

　

友
人
と
訪
れ
た
水
戸
市

の
薬
剤
師
中
村
麻
里
江
さ

ん
（
２
８
）
は
「
大
き
さ
や

鮮
や
か
な
色
、（
参
加
者
の
）

声
に
圧
倒
さ
れ
た
」
と
、
初

め
て
会
場
で
見
る
ね
ぶ
た
に

興
奮
気
味
だ
っ
た
。

２日、択捉島を訪問したロシ
アのメドベージェフ首相（中
央）（共同）



パ
国
大
統
領
は
罷
免
を
免
れ
る

人
医
師
が
穴
を
埋
め
る
例
が

多
か
っ
た
。

　

だ
が
、
昨
年
の
大
統
領
選

中
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
、
国

外
で
取
得
し
た
医
師
免
許
を

国
内
基
準
で
再
評
価
す
る
試

験
に
合
格
し
て
い
な
い
医
師

の
参
加
を
認
め
ず
、
キ
ュ
ー

バ
人
医
師
追
放
と
言
い
出
し

た
た
め
、
キ
ュ
ー
バ
が
協
約

破
棄
を
宣
言
。
同
国
人
医
師

の
大
半
が
帰
国
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
医
師
不
在

と
な
っ
た
地
区
や
地
域
は
多

く
、
新
た
な
医
師
の
募
集
が

行
わ
れ
た
が
、
欠
員
は
な
か

な
か
埋
ま
ら
ず
、
伯
国
に
留

ま
っ
た
キ
ュ
ー
バ
人
医
師
の

再
登
用
も
検
討
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
１
日
に
発
表
さ
れ

た
Ｍ
Ｐ
Ｂ
で
は
、
参
加
資
格

を
、
伯
国
で
免
許
を
取
得
し

た
医
師
か
、
国
外
で
取
得
し

た
免
許
の
再
評
価
を
受
け
、

国
内
で
活
動
す
る
資
格
を
得

た
医
師
に
限
定
し
て
お
り
、

国
内
に
残
っ
た
キ
ュ
ー
バ
人

医
師
は
対
象
外
と
な
る
。
た

だ
し
、
７
月
２
９
日
に
は
、

　

伯
国
と
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
両
国
間
の
国
境
に
あ
る
イ
タ
イ
プ
水
力
発
電
所
が
供

給
す
る
電
力
の
扱
い
に
関
す
る
共
同
合
意
を
破
棄
し
た
。
１
、２
日
付
伯
字
各
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

く
増
え
て
い
た
。

　

伯
国
と
の
合
意
内
容
は
、

パ
ラ
グ
ア
イ
の
公
社
、
全
国

電
力
管
理
会
社（
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
）

総
裁
の
ペ
ド
ロ
・
フ
ェ
レ
イ

ラ
氏
が
反
意
を
唱
え
て
７
月

２
４
日
に
辞
任
し
た
後
に
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
７
月
２
９

日
に
は
同
国
外
相
ら
も
辞
任

し
、
７
月
３
１
日
に
後
任
外

相
が
指
名
さ
れ
た
が
、
そ
れ

と
並
行
し
て
、
野
党
が
ア
ブ

ド
・
ベ
ニ
テ
ス
大
統
領
の
罷

免
を
求
め
始
め
た
。

　

合
意
破
棄
、
再
交
渉
の
報

が
流
れ
る
と
、
大
統
領
罷
免

派
の
一
部
が
罷
免
へ
の
賛
成
を

取
り
や
め
た
た
め
、
ベ
ニ
テ

ス
大
統
領
は
ひ
と
ま
ず
罷
免

の
危
機
を
脱
し
た
。

　
一
旦
合
意
に
達
し
た
内
容

の
破
棄
に
伯
国
が
応
じ
た
理

由
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

が
同
じ
保
守
で
、
政
治
傾
向

の
似
て
い
る
ベ
ニ
テ
ス
大
統

領
を
思
い
や
っ
た
か
ら
だ
と
、

伯
国
の
マ
ス
コ
ミ
は
報
じ
て
い

る
。２
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
は
、

「
２
０
０
７
年
に
は
伯
国
の

ル
ー
ラ
大
統
領
（
当
時
）
が
、

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
１

日
、
電
力
公
社
エ
レ
ト
ロ
ブ

ラ
ス
（
Ｅ
Ｂ
）
の
民
営
化
を

認
め
る
発
言
を
行
っ
た
。
今

後
は
、
連
邦
政
府
が
所
有
し

て
い
る
同
社
の
株
式
を
ど
の

よ
う
な
形
で
売
却
す
る
か
に

つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。

ベ
ン
ト
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
鉱

政
治
傾
向
の
似
て
い
る
ボ
リ

ビ
ア
の
モ
ラ
レ
ス
大
統
領
の

国
内
事
情
に
配
慮
し
、
あ
え

て
伯
国
に
不
利
な
取
り
決
め

を
承
認
し
た
過
去
も
あ
る
」

と
報
じ
た
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
で
の
政
治
的

混
乱
は
、
ル
イ
ス
・
ア
ル
ベ

ル
ト
・
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ニ

外
相
や
ウ
ー
ゴ
・
カ
バ
ジ
ェ

ロ
駐
伯
大
使
の
辞
任
に
も
発

展
。
同
国
大
統
領
府
報
道
官

が
７
月
２
９
日
に
明
か
し
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
イ
タ
イ

プ
ダ
ム
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ア

ル
ベ
ル
ト
・
ア
ル
デ
レ
ー
テ

氏
も
辞
任
し
て
い
る
。

　

伯
国
外
務
省
は
、
両
国
合

意
破
棄
の
成
立
前
に
、「
パ
ラ

グ
ア
イ
の
ベ
ニ
テ
ス
大
統
領
が

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
同
国
内

の
政
治
的
動
き
に
、
強
い
関

パ
ラ
グ
ア
イ
の
政
情
不
安
に
配
慮

Ｍ
Ｍ
に
参
加
し
て
い
た
同
国

医
師
に
居
住
権
を
認
め
る
法

務
省
令
が
出
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｐ
Ｂ
で
は
、
医
師
不
足

が
深
刻
で
、
基
本
的
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

困
難
な
北
部
や
北
東
部
を
中

心
に
１
万
８
千
人
を
派
遣
す

る
意
向
で
、
議
会
に
よ
る
Ｍ

Ｐ
承
認
と
大
統
領
に
よ
る
裁

可
後
に
採
用
試
験
を
行
う
。

合
格
者
に
は
、
家
庭
医
療
や

地
域
医
療
の
専
門
講
座
受
講

や
、
講
座
内
容
に
沿
っ
た
論

な
ど
の
遠
隔
地
、
人
口
の
少

な
い
市
、
都
市
の
周
縁
部
な

ど
、
一
般
の
医
師
が
行
き
た

が
ら
な
い
場
所
に
医
師
が
派

遣
さ
れ
て
い
た
。

　

Ｍ
Ｍ
は
、
医
学
部
卒
業
生

達
が
、
利
便
性
、
安
全
性
、

給
与
、
研
究
を
継
続
出
来
る

な
ど
の
理
由
で
、
都
市
部
に

偏
る
傾
向
を
解
消
す
る
事
も

念
頭
に
置
い
て
い
た
が
、
遠

隔
地
な
ど
を
希
望
す
る
伯
人

医
師
は
少
な
く
、
キ
ュ
ー
バ

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
ル

イ
ス
・
エ
ン
リ
ケ
・
マ
ン
デ
ッ

タ
保
健
相
が
１
日
、マ
イ
ス
・

メ
ジ
コ
ス
（
Ｍ
Ｍ
）
に
代
わ

る
新
医
師
派
遣
計
画
「
メ
ジ

コ
ス
・
ペ
ロ
・
ブ
ラ
ジ
ル
（
Ｍ

Ｐ
Ｂ
）」
に
関
す
る
暫
定
令

（
Ｍ
Ｐ
）
を
発
表
し
た
と
１
、

２
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

ジ
ウ
マ
政
権
が
１
３
年
に

導
入
し
た
Ｍ
Ｍ
は
、
医
師
や

医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

困
難
な
地
区
や
地
域
に
医
師

を
派
遣
す
る
計
画
だ
。
同
計

画
に
よ
り
、
先
住
民
保
護
区

メ
ジ
コ
ス・
ペ
ロ
・
ブ
ラ
ジ
ル

先
住
民
保
護
区
開
発
に
８
６
％
が
反
対

当
面
は
マ
イ
ス
・
メ
ジ
コ
ス
も

文
や
派
遣
地
域
の
医
療
に
関

す
る
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
、
定

期
的
に
評
価
を
受
け
る
事
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

　

Ｍ
Ｐ
Ｂ
参
加
医
は
正
規
雇

用
扱
い
と
な
る
が
、
給
与
は

派
遣
場
所
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
、
初
任
給
は
１
万
２
千

〜
２
万
１
千
レ
ア
ル
。
３
年

毎
の
評
定
次
第
で
３
万
１
千

レ
ア
ル
ま
で
昇
給
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
週
毎
の
勤
務
時

間
は
、
診
察
・
診
療
に
４
０

時
間
、
理
論
な
ど
の
学
習
に

２
０
時
間
の
計
６
０
時
間
が

義
務
付
け
ら
れ
る
。

　

７
月
３
１
日
に
は
、
Ｍ
Ｐ

Ｂ
に
関
す
る
Ｍ
Ｐ
の
承
認
・

裁
可
ま
で
の
間
の
医
療
活
動

停
滞
を
避
け
る
た
め
、
Ｍ
Ｍ

参
加
医
と
の
契
約
が
３
年
間

更
新
さ
れ
た
。
Ｍ
Ｍ
参
加
医

も
Ｍ
Ｐ
Ｂ
に
移
れ
る
が
、
そ

の
た
め
に
は
試
験
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

タ
イ
プ
か
ら
の
電
力
を

１
７
１
７
Ｍ
Ｗ
ｍ
ｅ
ｄ
（
メ

ガ
ワ
ッ
ト
平
均
）
使
用
し
、

こ
の
内
の
８
９
８
Ｍ
Ｗ
ｍ
ｅ

ｄ
分
は
１
Ｍ
Ｗ
ｈ（
メ
ガ
ワ
ッ

ト
時
間
）
あ
た
り
４
３
・
８

ド
ル
、
８
１
９
Ｍ
Ｗ
ｍ
ｅ
ｄ

分
は
１
Ｍ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
６
ド

ル
を
払
っ
て
い
た
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
は
毎
年
、
ど

れ
位
の
電
力
を
使
う
か
を
予

想
し
て
申
告
し
、
申
告
分
を

超
え
た
分
は
そ
の
つ
ど
請
求

し
て
い
た
。
追
加
請
求
し
て

き
た
電
力
は
、
雨
季
な
ど
で

発
電
量
が
増
え
た
際
の
余
剰

電
力
か
ら
捻
出
さ
れ
る
。
余

剰
電
力
に
は
、
発
電
所
建
設

の
際
に
伯
国
が
貸
し
た
分
の

返
済
コ
ス
ト
は
含
ま
れ
て
い

な
い
た
め
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は

安
く
電
力
を
使
う
こ
と
が
出

来
て
い
た
。

　

し
か
し
、
５
月
に
結
ば
れ

た
合
意
は
こ
れ
を
変
更
し
、

パ
ラ
グ
ア
イ
の
負
担
が
大
き

新しい医師派遣計画について発表する式典で（左から２番目
がマンデッタ保健相、３番目がボウソナロ大統領、Marcos 
Corrêa/ Presidência da República)

イタイプ発電所（Itaipu/Divulgação）

心
を
持
っ
て
い
る
。
パ
ラ
グ
ア

イ
で
発
生
し
得
る
い
か
な
る

政
治
手
続
き
も
、
同
国
の
憲

法
に
全
面
的
に
則
っ
て
お
り
、

民
主
主
義
の
大
原
則
か
ら
外

れ
な
い
こ
と
を
、
伯
国
は
信

じ
て
い
る
」
と
の
書
面
を
出

し
た
。

山
動
力
相
は
、
有
価
証
券
取

引
委
員
会
（
Ｃ
Ｖ
Ｍ
）に「
大

統
領
が
Ｅ
Ｂ
売
却
に
前
向

き
」
と
書
面
で
伝
え
た
。
小

さ
な
政
府
、
ス
リ
ム
な
行
政
、

国
の
債
務
返
済
は
決
し
て
悪

い
こ
と
で
は
な
い
が
、
生
活

の
根
幹
に
関
わ
る
電
力
だ
け

に
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る

企
業
を
見
つ
け
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
組
織
犯
罪
捜
査

課
（
Ｄ
ｅ
ｉ
ｃ
）
は
、
７

月
２
５
日
に
グ
ァ
ル
ー
リ
ョ

ス
空
港
で
発
生
し
た
お
よ

そ
７
２
０
キ
ロ
、
総
額

１
億
１
千
万
レ
ア
ル
超
の
金

塊
強
盗
事
件
で
、
犯
人
た
ち

が
逃
走
に
使
っ
た
と
思
わ
れ

る
救
急
車
の
車
体
の
一
部
を

発
見
し
た
。
見
つ
か
っ
た
車

体
は
今
後
、
鑑
定
に
か
け
ら

れ
る
。
Ｄ
ｅ
ｉ
ｃ
は
、「
犯

人
を
つ
き
と
め
る
た
め
、
鑑

定
を
行
う
」
と
書
面
で
発
表

し
た
。
共
犯
容
疑
の
男
が
既

に
３
人
捕
ま
っ
て
い
る
が
、
な

か
な
か
全
員
逮
捕
に
至
ら
な

い
。

　
　
　
　
　

◎

　

７
月
３
０
日
か
ら
８
月
１

日
に
か
け
て
、
リ
ベ
ル
タ
ド
ー

レ
ス
杯
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦
の
第
２
試
合
が
行
わ

れ
、
伯
国
か
ら
４
チ
ー
ム
の

８
強
入
り
が
決
ま
っ
た
。
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、
共

に
Ｐ
Ｋ
戦
に
突
入
し
た
ク
ル

ゼ
イ
ロ
と
フ
ラ
メ
ン
ゴ
だ
。

ク
ル
ゼ
イ
ロ
は
前
回
王
者
の

リ
ー
ベ
ル
プ
レ
ー
ト
（
亜
国
）

相
手
に
、
２
戦
連
続
０
対
０

で
引
き
分
け
た
末
に
Ｐ
Ｋ
戦

で
敗
退
。
フ
ラ
メ
ン
ゴ
は
敵

地
で
の
初
戦
０
対
２
の
負
け

を
地
元
マ
ラ
カ
ナ
ン
で
払
拭

し
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
エ
メ
レ
ク

に
２
対
０
で
勝
っ
た
上
、
Ｐ

Ｋ
戦
の
末
に
勝
ち
進
ん
だ
。

１
１
月
２
３
日
に
チ
リ
の
サ

ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
行
わ
れ
る
決
勝

に
進
む
の
は
果
た
し
て
…
。

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
検
察

庁
が
１
日
、
フ
ェ
リ
ッ
ペ
・
サ

ン
タ
ク
ル
ー
ス
伯
国
弁
護
士
会

（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
会
長
の
父
親
の

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・

サ
ン
タ
ク
ル
ー
ス
・
オ
リ
ヴ
ェ

イ
ラ
氏
ら
、
１
２
人
の
遺
体

を
焼
却
し
た
と
証
言
し
た
人

物
が
、
供
述
中
に
脅
迫
を
受

け
て
い
た
事
を
明
ら
か
に
し

た
と
１
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
氏
は

１
９
７
４
年
２
月
に
陸
軍
秘

密
警
察
に
捕
ま
り
、
拷
問
死

し
た
と
さ
れ
、
軍
政
中
の
政

治
犯
の
死
亡
・
失
踪
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
が
７
月

２
４
日
に
死
亡
証
明
書
も
発

行
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
７
月

２
９
日
、「
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
氏

は
反
体
制
派
が
粛
清
し
た
」

と
語
る
ビ
デ
オ
を
流
し
た
。

　

だ
が
、
７
月
３
１
日
に
連

邦
検
察
庁
が
、
オ
リ
ヴ
ェ
イ

ラ
氏
を
含
む
１
２
人
の
遺
体

を
製
糖
工
場
の
窯
で
焼
却
し

た
と
の
証
言
を
含
む
捜
査
報

告
書
を
提
出
し
た
。

　

証
言
者
は
陸
軍
秘
密
警

察
元
警
部
の
ク
ラ
ウ
ジ
オ
・

ゲ
ー
ラ
氏
（
７
９
）
で
、

１
９
７
３
〜
７
５
年
に
リ
オ

州
北
部
カ
ン
ポ
ス
・
ド
ス
・

ゴ
イ
タ
カ
ゼ
ス
の
カ
ン
バ
イ
バ

精
製
所
で
、
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ

氏
ら
１
２
人
の
遺
体
を
焼
却

し
た
と
い
う
。

　

ゲ
ー
ラ
氏
は
福
音
派
牧
師

で
、
宗
教
的
な
立
場
か
ら
真

実
を
明
か
す
決
心
を
し
た
。

だ
が
、
供
述
を
行
う
際
に
脅

迫
を
受
け
、
司
法
当
局
に
保

護
を
申
し
入
れ
た
が
、
受
理

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

だ
が
、
脅
迫
に
よ
っ
て
同

氏
の
供
述
の
内
容
が
変
わ
る

事
は
な
く
、
検
察
は
７
月

３
１
日
に
刑
事
犯
罪
捜
査
に

基
づ
く
報
告
書
と
起
訴
状
を

裁
判
所
に
提
出
し
た
。

　

ゲ
ー
ラ
氏
は
真
相
究
明
委

員
会
や
エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト

州
の
検
察
で
も
供
述
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
内
容
は
『
汚

い
戦
争
の
記
憶
』
と
い
う
書

物
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同

に
関
す
る
捜
査
は
８
年
前
に

始
ま
り
、
２
０
人
の
証
言
を

綴
っ
た
報
告
書
は
７
月
２
６

日
に
完
成
し
た
と
い
う
。

　

ダ
ッ
タ
・
フ
ォ
ー
リ
ャ
が
７

月
４
〜
６
日
に
か
け
て
、
国

内
１
６
８
市
在
住
者
、
計

２
０
８
８
人
を
対
象
に
行
っ

た
調
査
で
、「
先
住
民
（
イ

ン
ジ
オ
）
保
護
区
開
発
の
た

め
に
鉱
物
採
掘
会
社
が
先
住

民
保
護
区
内
に
入
る
こ
と
を

政
府
は
認
め
る
べ
き
か
」
と

の
設
問
に
、
８
６
％
が
「
全

く
同
意
し
な
い
」、７
％
が「
一

部
同
意
す
る
」、
７
％
が
「
完

全
に
同
意
す
る
」
と
答
え
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
２

日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
や
伯
字

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

先
住
民
保
護
区
内
で
の
鉱

物
採
掘
会
社
の
活
動
は
、
現

在
は
違
法
だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
合
法
化
を
狙
っ

て
い
る
。

　

１
９
９
５
年
か
ら
９
６

年
ま
で
国
立
先
住
民
保
護
財

団
（
Ｆ
ｕ
ｎ
ａ
ｉ
）
の
会
長

を
務
め
た
マ
ル
シ
オ
・
サ
ン

チ
リ
氏
は
、「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
の
望
み
で
あ
る
、
金
採

掘
の
促
進
や
、
国
外
の
採
掘

企
業
の
保
護
区
進
出
に
は
、

大
統
領
の
支
持
者
ま
で
反
対

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
民

の
意
思
を
議
会
は
ち
ゃ
ん
と

認
識
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
世
論
調
査
の
場

合
、
地
域
や
性
別
、
年
齢
、

学
歴
別
で
見
る
と
、
意
見
が

大
き
く
分
か
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
今
回
は
、
ど
の
層
で

区
切
っ
て
も
「
全
く
同
意
し

な
い
」
が
最
低
８
０
％
に
達

し
て
い
た
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
伯
国

領
内
で
一
番
先
住
民
保
護
区

が
集
中
し
て
お
り
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
の
方
針
で
、
採

掘
産
業
が
潤
い
、
恩
恵
を
受

け
る
と
推
定
さ
れ
る
、
北
部

の
７
州
、
中
西
部
の
３
州
と

連
邦
直
轄
区
の
住
民
限
定
で

も
「
全
く
同
意
し
な
い
」
が

８
０
％
だ
っ
た
こ
と
だ
。

　

伯
国
先
住
民
連
合
（
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｂ
）
法
務
主
任
の
ル
イ
ス・

エ
ロ
イ
・
テ
レ
ナ
氏
は
、「
先

住
民
の
大
部
分
は
保
護
区
開

発
に
反
対
。
賛
成
し
て
い
る

の
は
ご
く
一
部
の
少
数
派
だ

け
」と
語
る
。同
氏
は
さ
ら
に
、

「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
『
先

住
民
自
身
が
保
護
区
の
開
発

を
望
ん
で
い
る
』
と
言
う
が
、

そ
れ
は
嘘
。
我
々
は
そ
ん
な

こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
。
我
々

と
土
地
と
の
関
わ
り
方
は
、

皆
さ
ん
と
は
違
う
」
と
し
た
。

　

鉱
山
動
力
省
地
理
採
掘
局

長
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ・
ヴ
ィ

ジ
ガ
ル
氏
は
、
連
邦
政
府
が

先
住
民
保
護
区
の
開
発
を
認

め
る
法
案
の
準
備
を
し
て
い

る
こ
と
を
認
め
、
９
月
に
は

議
会
に
提
出
さ
れ
る
予
定
だ

と
し
た
。

　

日
本
の
大
型
総
合
商
社
、

三
井
物
産
が
、
伯
国
事
業
の

拡
大
に
意
欲
的
な
姿
勢
を
み

せ
て
い
る
と
、
２
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
（
Ｅ
）
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｅ
紙
は
、「
伯
国
の
石
油

公
社
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
（
Ｐ
Ｂ
）

と
共
同
で
ガ
ス
ペ
ト
ロ
の
経

営
に
参
画
し
、
国
内
１
９

州
の
ガ
ス
供
給
事
業
に
も
携

わ
っ
て
い
る
三
井
が
、
伯
国
の

イ
ン
フ
ラ
部
門
、エ
ネ
ル
ギ
ー

部
門
、
病
院
部
門
な
ど
を
視

野
に
入
れ
て
い
る
」
と
し
た
。

　

今
年
初
め
に
三
井
は
、
リ

オ
市
近
郊
鉄
道
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ

Ｖ
ｉ
ａ
を
お
よ
そ
８
億
レ
ア

ル
で
買
収
し
た
。
た
だ
し
、

伯
国
内
の
鉄
道
部
門
で
の
投

資
の
中
心
は
、
農
産
品
や
鉄

鉱
石
な
ど
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
の

輸
送
だ
。

　

Ｅ
紙
は
、
三
井
物
産
は
伯

国
の
医
療
分
野
へ
の
参
入
も

計
画
し
て
い
る
と
い
う
。
伯

国
の
医
療
部
門
に
は
中
国

資
本
や
そ
の
他
の
国
際
投
資

フ
ァ
ン
ド
も
目
を
つ
け
て
い

る
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
が
狙
っ

て
い
る
、
公
社
民
営
化
も
三

井
物
産
の
視
野
に
入
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
価
格
が
高
い
と
見

て
い
る
よ
う
だ
。

　

Ｐ
Ｂ
が
行
お
う
と
し
て
い

る
石
油
採
掘
エ
リ
ア
毎
の
売

却
に
は
余
り
興
味
は
な
く
、

買
収
す
る
な
ら
ば
、
あ
く
ま

で
、
個
別
に
採
掘
権
や
資
産

を
狙
う
方
針
だ
。
Ｐ
Ｂ
は
現

在
、
子
会
社
の
ガ
ス
ペ
ト
ロ

の
株
を
手
放
そ
う
と
し
て
お

り
、
三
井
も
ガ
ス
ペ
ト
ロ
へ
の

資
本
参
加
率
を
高
め
る
可
能

性
も
捨
て
て
い
な
い
。

　

三
井
物
産
の
幹
部
は
、
今

週
、
伯
国
を
訪
れ
、
聖
市
の

聖
州
工
業
連
盟
（
Ｆ
ｉ
ｅ
ｓ

ｐ
）
本
部
で
行
わ
れ
た
全
国

工
業
連
盟
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）
主
催

の
会
合
に
参
加
し
た
。

　

Ｆ
ｉ
ｅ
ｓ
ｐ
の
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、
ジ
ョ
ゼ
・
リ
カ
ル

ド
・
ロ
リ
ス
・
コ
エ
ー
リ
ョ
氏

は
、「
日
本
企
業
は
こ
れ
ま

で
、『
伯
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

法
的
リ
ス
ク
が
高
い
』
と
二

の
足
を
踏
ん
で
き
た
が
、
近

年
の
汚
職
取
締
り
の
強
化
か

ら
、
伯
国
進
出
の
意
欲
も
高

ま
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

8月2日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8885  R$
買　3.8878  R$

円相場
売　0.0365  R$
買　0.0365  R$

有利な合意を伯国自ら破棄
　
パ
ラ
グ
ア
イ
の
首
都
ア
ス
ン

シ
オ
ン
で
１
日
、
合
意
破
棄

を
確
認
す
る
文
書
調
印
が
な

さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
両

国
は
再
び
、
電
力
の
扱
い
に

関
す
る
交
渉
を
始
め
る
。

　

今
回
破
棄
さ
れ
た
の
は
今

年
５
月
２
４
日
に
結
ば
れ
た

合
意
で
、
２
０
１
９
年
か
ら

２
０
２
２
年
に
か
け
て
、
イ

タ
イ
プ
ダ
ム
で
発
電
さ
れ
る

電
力
の
扱
い
に
関
す
る
も
の

だ
っ
た
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
は
昨
年
、
イ

Ｏ
Ａ
Ｂ
会
長
の
父
ら
の
遺
体
焼
却

証
言
中
に
脅
迫
受
け
た
と
元
警
部

政
府
は
着
々
と
開
発
促
進
の
準
備
中

イタイプ
発電

新
し
い
医
師
派
遣
計
画
発
表

（２）２０１９年 第５２９７号 ８月 ３日 （土曜日）

三
井
が
伯
国
事
業
拡
大
に
意
欲
？

狙
う
は
イ
ン
フ
ラ
、
動
力
、
病
院
か



　

１
９
８
９
年ね

ん

６
月が

つ

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
起お

き
た
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

（
欧お

う

米べ
い

で
は
「
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

の
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」、T
iananm

en Square

と
呼よ

ば
れ
る
）
で
は
、
自じ

由ゆ
う

と
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

を
求も

と

め
る
学が

く

生せ
い

・
市し

民み
ん

が
軍ぐ

ん

隊た
い

に
強

き
ょ
う

襲し
ゅ
うさ
れ
、
北ぺ

京き
ん

で
死し

者し
ゃ

１
万ま

ん

人に
ん

、
負ふ

傷し
ょ
う

者し
ゃ

は
そ

の
倍ば

い

、
北ぺ

京き
ん

以い

外が
い

で
は
死し

者し
ゃ

２
万ま

ん

人に
ん

、
負ふ

傷し
ょ
う

者し
ゃ

４
万ま

ん

人に
ん

の
被ひ

害が
い

が
出で

た
、
と
国こ

く

際さ
い

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
そ
の
他ほ

か

の
人じ

ん

権け
ん

擁よ
う

護ご

団だ
ん

体た
い

は
推す

い

定て
い

し
て
い
る
。［
１
，
Ｐ
５
２
０
］

　

し
か
し
、
自じ

由ゆ
う

を
求も

と

め
て
立た

ち
上あ

が
っ
た
学が

く

生せ
い

達た
ち

の
犠ぎ

牲せ
い

的て
き

行こ
う

為い

は
、
す
で
に
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

や
我わ

が
国く

に

か
ら
も
忘わ

す

れ
去さ

ら

れ
、
遠と

お

い
歴れ

き

史し

の
一ひ

と
こ
ま
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
こ
の
事じ

件け
ん

を
北ぺ

京き
ん

政せ
い

府ふ

は
人じ

ん

民み
ん

日に
っ

報ぽ
う

で
次つ

ぎ

の
よ
う
に

報ほ
う

じ
て
い
る
。

　
首し

ゅ

都と

な
ら
び
に
全ぜ

ん

国こ
く

の
全ぜ

ん

人じ
ん

民み
ん

は
、
軍ぐ

ん

が
人じ

ん

民み
ん

の
誰だ

れ

一ひ
と

人り

殺さ
つ

害が
い

し
た
り
、
危き

害が
い

を
及お

よ

ぼ
し
た
り
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理り

解か
い

す
る
で
あ
ろ
う
。
反は

ん

革か
く

命め
い

分ぶ
ん

子し

に
抗こ

う

戦せ
ん

す
る
に
あ
た
っ
て
、
軍ぐ

ん

は
自じ

衛え
い

行こ
う

動ど
う

を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
が
、
発は

っ

射し
ゃ

し
た
の
は
空く

う

砲ほ
う

だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
間か

ん

、
将

し
ょ
う

校こ
う

、
兵へ

い

士し

、
そ
し
て
警け

い

官か
ん

の

４
人に

ん

が
、
こ
れ
ら
非ひ

人に
ん

間げ
ん

的て
き

な
抗こ

う

議ぎ

参さ
ん

加か

者し
ゃ

に
よ
っ
て
残ざ

ん

忍に
ん

に

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

の
地じ

獄ご
く

絵え

２０００年
ねん

１０月
がつ

２９日
にち

版
ばん

も
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
分ぶ

ん

子し

の
残ざ

ん

忍に
ん

性せ
い

は
、
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

民み
ん

の
想そ

う

像ぞ
う

を
絶ぜ

っ

す
る
も
の
で
あ
る
。［
１
，
Ｐ
５
０
４
］

　

多お
お

く
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

の
写し

ゃ

真し
ん

や
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

報ほ
う

道ど
う

記き

者し
ゃ

の
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

証
し
ょ
う

言げ
ん

に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
発は

っ

表ぴ
ょ
うが
平へ

い

然ぜ
ん

と
行お

こ
なわ
れ
る
所

と
こ
ろ

に
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

の
よ
く
言い

う
「
歴れ

き

史し

の
改か

い

竄ざ
ん

」
の
典て

ん

型け
い

を
見み

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

１
９
８
９
年ね

ん

３
月が

つ

８
日か

、
北ぺ

京き
ん

の
人じ

ん

民み
ん

大だ
い

会か
い

堂ど
う

で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共
き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

治じ

局き
ょ
くの
全ぜ

ん

体た
い

会か
い

議ぎ

が
開ひ

ら

か
れ
て
い
た
。
席せ

き

上じ
ょ
う、
李り

鵬ほ
う

首し
ゅ

相し
ょ
うは
、
北ぺ

京き
ん

や
そ
の
他ほ

か

の
都と

市し

の
多お

お

く
の
大だ

い

学が
く

キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
学が

く

生せ
い

達た
ち

が
現げ

ん

政せ
い

権け
ん

に
対た

い

す
る
抗こ

う

議ぎ

集し
ゅ
う

会か
い

を
開ひ

ら

い
て
い
る

事じ

実じ
つ

を
指し

摘て
き

し
、
彼か

れ

ら
は
「
西せ

い

欧お
う

化か

に
過か

剰じ
ょ
うに
曝ば

く

露ろ

」
さ
れ

た
結け

っ

果か

、「
腐ふ

敗は
い

」
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
今い

ま

や
「
階か

い

級き
ゅ
うの
敵て

き

」

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
指し

摘て
き

し
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
派は

の
前ぜ

ん

党と
う

総そ
う

主し
ゅ

席せ
き

・
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

が
割わ

っ
て
入は

い

っ
て
、

教き
ょ
う

育い
く

の
普ふ

及き
ゅ
うに
よ
っ
て
、
学が

く

生せ
い

の
中な

か

に
「
抑よ

く

圧あ
つ

さ
れ
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
自じ

覚か
く

が
生う

ま
れ
て
き
た
こ
と
を
認み

と

め
よ
う
と

し
な
い
こ
と
か
ら
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
諸し

ょ

問も
ん

題だ
い

は
派は

生せ
い

し
た
も
の
だ
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。

　

そ
し
て
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

は
立た

ち
上あ

が
っ
て
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
と
っ
て
の
唯ゆ

い

一い
つ

の
希き

望ぼ
う

」
に
つ
い
て
、
何な

に

か
言い

お
う
と
し
た
所と

こ
ろ、
声こ

え

が
出で

ず
、

口く
ち

を
ぽ
か
ん
と
開あ

け
た
ま
ま
立た

ち
つ
く
し
た
。
そ
の
あ
と
、
崩く

ず

れ
る
よ
う
に
床ゆ

か

に
倒た

お

れ
て
し
ま
っ
た
。
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

は
担た

ん

架か

で
運は

こ

び

だ
さ
れ
、
会か

い

議ぎ

は
流

り
ゅ
う

会か
い

と
な
っ
た
。

　

文ぶ
ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

を
生い

き
抜ぬ

い
た
鄧と

う

小し
ょ
う

平へ
い

が
、
経け

い

済ざ
い

の
近き

ん

代だ
い

化か

を
目め

指ざ

し
て
１
９
８
２
年ね

ん

に
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

と
し
て
党と

う

総そ
う

主し
ゅ

席せ
き

に
指し

名め
い

し
た
の
が
、
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

で
あ
っ
た
。
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
対た

い

す
る
攻こ

う

撃げ
き

を
始は

じ

め
、
リ
ベ
ラ
ル
な
改か

い

革か
く

を
押お

し

進す
す

め
た
。
学が

く

生せ
い

た
ち
は
そ
の
一い

ち

語ご

一い
ち

語ご

に
陶と

う

酔す
い

し
、
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
確か

く

立り
つ

を
求も

と

め
始は

じ

め
た
。

　

多お
お

く
の
党と

う

幹か
ん

部ぶ

の
子し

息そ
く

も
学が

く

生せ
い

達た
ち

の
デ
モ
に
加く

わ

わ
り
、
逮た

い

捕ほ

さ
れ
て
強

き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
入い

れ
ら
れ
た
。
党と

う

長ち
ょ
う

老ろ
う

た
ち

の
圧あ

つ

力り
ょ
くの
も
と
に
、
鄧と

う

小し
ょ
う

平へ
い

は
周

し
ゅ
う

到と
う

な
打だ

算さ
ん

の
結け

っ

果か

、
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

を
失し

っ

脚き
ゃ
くさ
せ
た
。
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

は
あ
る
人ひ

と

に
こ
う
語か

た

っ
て
い
る
。

　
鄧と

う

小し
ょ
う

平へ
い

は
、
自み

ず
から
仕し

掛か

け
た
罠わ

な

に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
経け

い

済ざ
い

の
一い

ち

部ぶ

自じ

由ゆ
う

化か

を
実じ

っ

施し

し
た
こ
と
は
、
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

な
政せ

い

治じ

の

自じ

由ゆ
う

化か

を
求も

と

め
て
い
た
人じ

ん

民み
ん

の
気き

持も

ち
を
誤ご

解か
い

し
て
い
た
こ
と

を
示し

め

す
。

　
も
し
自み

ず
から
欲ほ

っ

す
る
も
の
が
得え

ら
れ
な
い
と
す
る
な
ら
、
人じ

ん

民み
ん

は
戦た

た
かい
を
挑い

ど

む
こ
と
に
な
ろ
う
。
学が

く

生せ
い

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
人じ

ん

民み
ん

が
。

　

人じ
ん

民み
ん

公こ
う

会か
い

堂ど
う

で
倒た

お

れ
て
か
ら
、
５
週

し
ゅ
う

間か
ん

後ご

の
４
月が

つ

１
５
日に

ち

、

胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

は
二に

度ど

目め

の
発ほ

っ

作さ

を
起お

こ
し
て
息い

き

絶た

え
た
。
そ
の
死し

を
引ひ

き
金が

ね

に
し
て
、彼か

れ

の
予よ

言げ
ん

し
た
「
人じ

ん

民み
ん

の
戦た

た
かい
」
が
始は

じ

ま
っ

た
。

　

同ど
う

日じ
つ

、
数す

う

千せ
ん

人に
ん

の
学が

く

生せ
い

の
隊た

い

列れ
つ

が
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰く

り
返か

え

し
な
が
ら
、
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

広ひ
ろ

場ば

に
現あ

ら
わ
れ
た
。
先せ

ん

導ど
う

す
る
学が

く

生せ
い

は
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

の
写し

ゃ

真し
ん

を
掲か

か

げ
て
、
従し

た
が
う
学が

く

生せ
い

達た
ち

は
、
追つ

い

悼と
う

の
意い

を
表ひ

ょ
う
す
た
め
に
、
白し

ろ

い
服ふ

く

を
ま
と
い
、
白し

ろ

い
花は

な

束た
ば

を
手て

に
し
て

い
る
。

　

人じ
ん

民み
ん

英え
い

雄ゆ
う

記き

念ね
ん

碑ひ

の
前ま

え

で
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

移い

行こ
う

の
権け

ん

利り

あ
り
」
と
大た

い

書し
ょ

し
た
横お

う

断だ
ん

幕ま
く

が
掲か

か

げ
ら
れ
、学が

く

生せ
い

リ
ー
ダ
ー

が
「
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

万ば
ん

歳ざ
い

！
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

万ば
ん

歳ざ
い

！
自じ

由ゆ
う

万ば
ん

歳ざ
い

！
汚お

職し
ょ
く

撲ぼ
く

滅め
つ

！
官か

ん

僚り
ょ
う

機き

構こ
う

廃は
い

止し

！
」
と
叫さ

け

ん
だ
。

　

人じ
ん

民み
ん

大だ
い

会か
い

堂ど
う

の
サ
ロ
ン
で
は
、
党と

う

の
政せ

い

治じ

局き
ょ
く

会か
い

議ぎ

の
メ
ン

バ
ー
が
、
怒い

か

り
を
あ
ら
わ
に
し
て
、
学が

く

生せ
い

達た
ち

の
動う

ご

き
を
見み

て
い

た
。
楊よ

う

尚し
ょ
う

昆こ
ん

国こ
っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

が
「
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

直た
だ

ち
に
」
と
言い

っ
た
が
、
趙

ち
ょ
う

紫し

陽よ
う

党と
う

総そ
う

主し
ゅ

席せ
き

は
、
学が

く

生せ
い

達た
ち

と

共と
も

に
歩あ

ゆ

ん
で
い
る
テ
レ
ビ
や
新し

ん

聞ぶ
ん

雑ざ
っ

誌し

の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
指さ

し

て
、「
全ぜ

ん

世せ

界か
い

の
注

ち
ゅ
う

視し

の
的ま

と

に
な
っ
て
い
る
。
我わ

れ

々わ
れ

を
批ひ

判は
ん

す

る
よ
う
学が

く

生せ
い

達た
ち

を
し
向む

け
る
よ
う
な
こ
と
は
、
い
っ
さ
い
し
な

い
こ
と
に
し
よ
う
」
と
止と

め
た
。

　

そ
の
後ご

、
日ひ

が
経た

つ
に
つ
れ
て
、
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

広ひ
ろ

場ば

の
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うは
増ふ

え
続つ

づ

け
、
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

に
も
達た

っ

し
た
が
、
警け

い

察さ
つ

の
取と

り
締し

ま

り
は
散さ

ん

発ぱ
つ

的て
き

で
あ
っ
た
。
趙

ち
ょ
う

紫し

陽よ
う

が
、
学が

く

生せ
い

に
干か

ん

渉し
ょ
うし
な
い
と

い
う
態た

い

度ど

を
と
り
続つ

づ

け
て
い
た
か
ら
だ
が
、
こ
れ
は
彼か

れ

が
党と

う

内な
い

で
の
実じ

っ

権け
ん

掌し
ょ
う

握あ
く

を
狙ね

ら

っ
て
、
学が

く

生せ
い

運う
ん

動ど
う

を
利り

用よ
う

し
て
い
る
か

ら
だ
、
と
の
う
わ
さ
が
絶た

え
な
か
っ
た
。
趙

ち
ょ
う

紫し

陽よ
う

は
、
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

の
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

と
し
て
、
経け

い

済ざ
い

自じ

由ゆ
う

化か

を
進す

す

め
て
き
た
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
っ

た
。

　

１
０
０
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うも
の
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うを
、
学が

く

生せ
い

リ
ー
ダ
ー
達た

ち

は
よ

く
統と

う

率そ
つ

し
、
非ひ

合ご
う

法ほ
う

的て
き

な
動う

ご

き
を
押お

さ
え
て
、
当と

う

局き
ょ
くに
手て

出だ

し
を
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
与あ

た

え
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
要よ

う

求き
ゅ
うも
、
憲け

ん

法ぽ
う

か
ら
引い

ん

用よ
う

し
た
文ぶ

ん

章し
ょ
うで
裏う

ら

付づ

け
さ
れ
て

い
た
。

　

多お
お

く
の
大だ

い

学が
く

当と
う

局き
ょ
くで
は
学が

く

生せ
い

に
デ
モ
を
止と

め
さ
せ
る
た
め

に
、
父ふ

兄け
い

を
バ
ス
で
集あ

つ

め
、
説せ

っ

得と
く

さ
せ
よ
う
と
し
た
。
父ふ

兄け
い

か
ら
今こ

ん

後ご

一い
っ

切さ
い

の
仕し

送お
く

り
を
や
め
、
絶ぜ

つ

縁え
ん

す
る
と
脅お

ど

さ
れ
た

が
、
学が

く

生せ
い

達た
ち

は
言い

う
こ
と
を
聞き

か
な
か
っ
た
。

　

や
が
て
、
４
０
０
人に

ん

を
超こ

え
る
学が

く

生せ
い

が
、
当と

う

局き
ょ
くが
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

要よ
う

求き
ゅ
うを
聞き

き
入い

れ
る
ま
で
は
と
、
死し

を
賭と

し
て
ハ
ン
ガ
ー
ス

ト
ラ
イ
キ
に
入は

い

っ
た
。
学が

く

生せ
い

リ
ー
ダ
ー
の
一ひ

と

人り

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に

演え
ん

説ぜ
つ

し
た
。

　
死し

は
わ
れ
わ
れ
の
目も

く

的て
き

と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
も
し
一ひ

と

人り

の
死し

も
し
く
は
何な

ん

人に
ん

か
の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

の
死し

が
、

さ
ら
に
大お

お

き
な
集

し
ゅ
う

団だ
ん

の
生せ

い

活か
つ

改か
い

善ぜ
ん

と
わ
が
国く

に

の
繁は

ん

栄え
い

を
助じ

ょ

長
ち
ょ
う

す
る
と
い
う
の
な
ら
、
死し

を
回か

い

避ひ

す
る
権け

ん

利り

は
我わ

れ

々わ
れ

に
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

目も
く

撃げ
き

し
た
外が

い

国こ
く

人じ
ん

報ほ
う

道ど
う

記き

者し
ゃ

は
、
ハ
ン
ス
ト
に
参さ

ん

加か

し
た

学が
く

生せ
い

た
ち
が
相あ

い

手て

を
弊た

お

さ
ず
に
は
お
か
な
い
と
い
う
覚か

く

悟ご

を

決き

め
て
い
る
こ
と
に
気き

づ
き
、「
神か

み

風か
ぜ

特と
っ

攻こ
う

隊た
い

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は

こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
に
違ち

が

い
な
い
と
思お

も

わ
し
む
る
も
の
が
あ
っ

た
。」
と
語か

た

っ
て
い
る
。

　

騒さ
わ

ぎ
が
始は

じ

ま
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
１
ヶ
月げ

つ

後ご

の
５
月が

つ

１
５
日に

ち

、

北ぺ

京き
ん

政せ
い

府ふ

は
ソ
連れ

ん

の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書し

ょ

記き

長ち
ょ
うを
迎む

か

え
た
。
し
か

し
こ
の
騒そ

う

動ど
う

の
お
陰か

げ

で
、
書し

ょ

記き

長ち
ょ
う

一い
っ

行こ
う

は
裏う

ら

道み
ち

を
走は

し

り
、
人じ

ん

民み
ん

大だ
い

会か
い

堂ど
う

に
も
普ふ

段だ
ん

は
掃そ

う

除じ

夫ふ

が
使つ

か

う
西に

し

門も
ん

か
ら
入は

い

ら
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
外そ

と

で
は
、「
モ
ス
ク
ワ
に
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と

自じ

由ゆ
う

！
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
は
鄧と

う

小し
ょ
う

平へ
い

と
汚お

職し
ょ
く

！
」
な
ど
と
書か

か
れ
た

垂た

れ
幕ま

く

が
掲か

か

げ
ら
れ
、「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
同ど

う

志し

よ
、
わ
れ
わ
れ

に
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
与あ

た

え
た
ま
え
」
と
い
う
叫さ

け

び
声ご

え

が
会か

い

議ぎ

場じ
ょ
うに
ま
で
届と

ど

い
た
。
北ぺ

京き
ん

政せ
い

府ふ

の
面め

ん

目ぼ
く

は
丸ま

る

つ
ぶ
れ
と
な
っ
た
。

　

翌よ
く

１
６
日に

ち

夜よ
る

、
鄧と

う

小し
ょ
う

平へ
い

は
趙

ち
ょ
う

紫し

陽よ
う

を
呼よ

び
つ
け
て
、
１
時じ

間か
ん

以い

上じ
ょ
うも
、
怒い

か

り
を
ぶ
つ
け
た
。
二ふ

た

人り

は
５
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
一い

っ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

天て

ん

安あ

ん

門も

ん

広ひ

ろ

場ば

に
集あ

つ

ま
っ
て
自じ

由ゆ

う

と
民み

ん

主し

ゅ

化か

を
要よ

う

求き

ゅ

う

す
る

            　

１
０
０
万ま

ん

の
群ぐ

ん

衆し

ゅ

う

に
人じ

ん

民み

ん

解か

い

放ほ

う

軍ぐ

ん

が
襲お

そ

い
か
か
っ
た
。

（３） ２０１９年第５２９７号 	 ８月	 ３日	（土曜日）

緒し
ょ

に
や
っ
て
き
た
の
だ
が
、
つ
い
に
決け

つ

別べ
つ

の
時と

き

が
来き

た
。
し
ば

ら
く
に
ら
み
合あ

っ
た
後あ

と

、
鄧と

う

小し
ょ
う

平へ
い

は
目め

を
そ
ら
し
、
横よ

こ

に
い

た
李り

鵬ほ
う

の
方ほ

う

を
向む

い
た
。
李り

鵬ほ
う

は
満ま

ん

足ぞ
く

感か
ん

を
隠か

く

そ
う
と
も
し

な
か
っ
た
。

　

５
月が

つ

１
９
日に

ち

早そ
う

朝ち
ょ
う、
趙

ち
ょ
う

紫し

陽よ
う

は
や
つ
れ
た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
、
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

広ひ
ろ

場ば

で
ハ
ン
ス
ト
中ち

ゅ
うの
学が

く

生せ
い

達た
ち

を
訪お

と
ず
れ
、「
私わ

た
し
が
今こ

ん

回か
い

こ
こ

を
訪お

と
ず
れ
た
の
は
、
諸し

ょ

君く
ん

の
赦ゆ

る

し
を
乞こ

う
た
め
で
あ
る
」
と
述の

べ

た
。
そ
の
後ご

、
趙

ち
ょ
う

紫し

陽よ
う

は
黙だ

ま

っ
て
車く

る
まで
去さ

っ
て
い
っ
た
。
こ
う

し
て
学が

く

生せ
い

達た
ち

が
新あ

た
ら
し
い
政せ

い

権け
ん

を
作つ

く

っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
期き

待た
い

し
た
人じ

ん

物ぶ
つ

は
歴れ

き

史し

の
舞ぶ

台た
い

か
ら
消き

え
て
い
っ
た
。

　

５
月が

つ

後こ
う

半は
ん

か
ら
は
、
学が

く

生せ
い

や
市し

民み
ん

に
よ
る
騒そ

う

乱ら
ん

が
全ぜ

ん

国こ
く

の

約や
く

２
０
都と

市し

で
広ひ

ろ

ま
っ
た
。
西せ

い

安あ
ん

で
は
３
０
万ま

ん

人に
ん

が
抗こ

う

議ぎ

デ

モ
を
行お

こ
ない
、
軍ぐ

ん

の
車し

ゃ

両り
ょ
うや
施し

設せ
つ

が
放ほ

う

火か

さ
れ
た
。
湖こ

西さ
い

省し
ょ
うで

は
２
千せ

ん

人に
ん

の
学が

く

生せ
い

が
駅え

き

を
自じ

主し
ゅ

管か
ん

理り

し
、
湖こ

北ほ
く

省し
ょ
うで
は
揚よ

う

子す

江こ
う

の
橋は

し

を
占せ

ん

拠き
ょ

し
て
い
た
。

　

５
月が

つ

２
７
日に

ち

、
趙

ち
ょ
う

紫し

陽よ
う

に
代か

わ
っ
て
、
上

し
ゃ
ん

海は
い

で
学が

く

生せ
い

運う
ん

動ど
う

に
断だ

ん

固こ

た
る
処し

ょ

置ち

を
と
っ
た
上

し
ゃ
ん

海は
い

党と
う

第だ
い

一い
ち

書し
ょ

記き

の
江こ

う

沢た
く

民み
ん

が
党と

う

総そ
う

書し
ょ

記き

に
任に

ん

命め
い

さ
れ
た
。
６
月が

つ

２
日か

、
鄧と

う

小し
ょ
う

平へ
い

は
党と

う

幹か
ん

部ぶ

を

邸て
い

宅た
く

に
集あ

つ

め
て
、
学が

く

生せ
い

に
対た

い

し
て
断だ

ん

固こ

た
る
処し

ょ

置ち

を
と
る
と
い

う
決け

っ

定て
い

を
下く

だ

し
た
。
鄧と

う

は
「
も
つ
れ
た
雑ざ

っ

草そ
う

を
刈か

り
取と

る
に

は
鋭え

い

利り

な
ナ
イ
フ
を
使つ

か

わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
言い

っ
て
い
た
が
、

も
し
そ
う
し
て
も
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

か
ら
の
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

報ほ
う

復ふ
く

は
な
く
、

建た
て

前ま
え

上じ
ょ
うの
非ひ

難な
ん

は
あ
っ
て
も
、
外が

い

交こ
う

面め
ん

、
貿ぼ

う

易え
き

面め
ん

の
断だ

ん

絶ぜ
つ

は
一い

ち

時じ

的て
き

な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
各か

っ

国こ
く

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

の

中ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

使し

か
ら
得え

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
時と

き

に
は
推す

い

定て
い

１
０
万ま

ん

人に
ん

の
人じ

ん

民み
ん

解か
い

放ほ
う

軍ぐ
ん

が
戦せ

ん

車し
ゃ

、
ロ

ケ
ッ
ト
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
、
重

じ
ゅ
う

機き

関か
ん

銃じ
ゅ
うな
ど
の
重

じ
ゅ
う

装そ
う

備び

を
し
て
北ぺ

京き
ん

を
包ほ

う

囲い

し
て
い
た
。
北ぺ

京き
ん

以い

外が
い

に
も
、
上

し
ゃ
ん

海は
い

、
武ぶ

漢か
ん

、
成せ

い

都と

な
ど
の
都と

市し

に
５
万ま

ん

人に
ん

近ち
か

い
兵へ

い

力り
ょ
くが
展て

ん

開か
い

さ
れ
て
い
た
。

　

６
月が

つ

３
日か

（
土ど

）
深し

ん

夜や

、
テ
レ
ビ
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
「
戒か

い

厳げ
ん

令れ
い

司し

令れ
い

部ぶ

」
と
い
う
文も

字じ

が
現あ

ら
われ
、「
広こ

う

範は
ん

囲い

に
わ
た
る
市し

民み
ん

の
要よ

う

請せ
い

に
よ
り
、
軍ぐ

ん

は
暴ぼ

う

漢か
ん

に
対た

い

処し
ょ

す
る
た
め
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
くか
つ

効こ
う

果か

的て
き

な
措そ

置ち

を
講こ

う

じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
市し

民み
ん

は
街が

い

頭と
う

に

出で

な
い
よ
う
に
」
と
い
う
声せ

い

明め
い

が
読よ

ま
れ
た
。

　

兵へ
い

士し

達た
ち

は
、「
反は

ん

革か
く

命め
い

分ぶ
ん

子し

が
疫え

き

病び
ょ
うの
蔓ま

ん

延え
ん

を
計け

い

画か
く

中ち
ゅ
う」
で

あ
る
か
ら
と
何な

に

か
の
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

を
さ
れ
、
命め

い

令れ
い

が
あ
れ
ば
射し

ゃ

殺さ
つ

せ

よ
と
言い

わ
れ
た
。
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
で
作つ

く

ら
れ
た
バ
リ
ケ
ー
ド

に
一い

っ

斉せ
い

射し
ゃ

撃げ
き

が
加く

わ

え
ら
れ
、
人ひ

と

々び
と

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
な
ぎ
倒た

お

さ
れ
て
い

く
。
戦せ

ん

車し
ゃ

が
バ
リ
ケ
ー
ド
を
つ
き
や
ぶ
り
、
そ
の
後ご

に
装そ

う

甲こ
う

車し
ゃ

や
ト
ラ
ッ
ク
の
列れ

つ

が
続つ

づ

い
た
。

　

兵へ
い

士し

達た
ち

が
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

さ
れ
た
の
は
、
麻ま

薬や
く

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
彼か

れ

ら
は
見み

境さ
か
いな
く
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

し
、
銃

じ
ゅ
う

弾だ
ん

に
や
ら
れ
た
人ひ

と

々び
と

が
悲ひ

鳴め
い

を

あ
げ
る
の
を
耳み

み

に
し
て
は
、
笑わ

ら

っ
て
い
た
。

　

北ぺ

京き
ん

の
事じ

務む

員い
ん

や
工こ

う

員い
ん

た
ち
は
、
学が

く

生せ
い

達た
ち

が
危あ

ぶ

な
い
と
、

あ
わ
て
て
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

広ひ
ろ

場ば

に
集あ

つ

ま
り
、
１
時じ

間か
ん

後ご

に
は
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

人に
ん

を
超こ

え
る
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うと
な
っ
た
。
し
か
し
武ぶ

器き

も
な
く
、
彼か

れ

ら
に
出で

来き

る
こ
と
は
、
学が

く

生せ
い

に
危き

害が
い

を
及お

よ

ぼ
す
な
と
、
兵へ

い

隊た
い

に
向む

か
っ

て
絶ぜ

っ

叫き
ょ
うす
る
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。

　

４
０
、５
０
人に

ん

の
市し

民み
ん

が
列れ

つ

を
作つ

く

っ
て
、
軍ぐ

ん

隊た
い

に
向む

か
っ
て

前ぜ
ん

進し
ん

す
る
と
、
並な

ら

ん
だ
戦せ

ん

車し
ゃ

の
間あ

い
だ
か
ら
歩ほ

兵へ
い

が
一い

っ

斉せ
い

射し
ゃ

撃げ
き

を

し
て
、
な
ぎ
倒た

お

す
。
弾だ

ん

丸が
ん

を
装そ

う

填て
ん

し
て
発は

っ

射し
ゃ

、
ま
た
装そ

う

填て
ん

し

て
発は

っ

射し
ゃ

…
。

　

夜よ

が
明あ

け
て
、
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

に
通つ

う

ず
る
東と

う

西ざ
い

約や
く

１
０
キ
ロ
半は

ん

の

両り
ょ
う

長ち
ょ
う

安あ
ん

街が
い

に
は
、
男だ

ん

性せ
い

や
婦ふ

女じ
ょ

子し

の
死し

体た
い

が
あ
ち
こ
ち
に
横よ

こ

た
わ
っ
て
い
た
。
兵へ

い

士し

達た
ち

は
夜よ

る

の
う
ち
か
ら
、
死し

体た
い

を
積つ

み
重か

さ

ね
、
ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
て
焼や

い
て
い
た
が
、
外が

い

国こ
く

特と
く

派は

員い
ん

の
目め

か
ら
隠か

く

す
た
め
に
、
ヘ
リ
で
死し

体た
い

を
北ぺ

京き
ん

市し

西せ
い

方ほ
う

の
丘

き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

帯た
い

に
移い

送そ
う

し
、
そ
こ
で
火か

葬そ
う

に
し
た
。

　

そ
の
悪あ

く

臭し
ゅ
うは
市し

内な
い

の
上

じ
ょ
う

空く
う

に
も
漂た

だ
よい
、
英え

い

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

報ほ
う

道ど
う

担た
ん

当と
う

官か
ん

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
は
、
ナ
チ
ス
の
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の
悪あ

く

臭し
ゅ
うも
、
こ
の
よ
う
に
吐は

き
気け

を
催も

よ
お
す
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
、
と
語か

た

っ
て
い
る
。

　

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

で
事じ

件け
ん

を
目も

く

撃げ
き

し
た
若わ

か

い
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

教き
ょ
う

師し

バ
ー・

セ
イ
ツ
は
、
そ
の
夜よ

る

の
光こ

う

景け
い

を
思お

も

い
出だ

す
。
彼か

れ

は
、
歩あ

る

き
な
が

ら
一ひ

と

人り

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

青せ
い

年ね
ん

に
声こ

え

を
話は

な

し
か
け
た
。
青せ

い

年ね
ん

は
、
手て

押お

し
車ぐ

る
ま
で
負ふ

傷し
ょ
う

者し
ゃ

が
連つ

れ
去さ

ら
れ
て
い
く
の
を
見み

な
が
ら
、

両り
ょ
う

手て

で
顔か

お

を
覆お

お

い
、
そ
れ
か
ら
バ
ー
に
向む

か
っ
て
訴う

っ
た
え
た
。

　
あ
な
た
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

を
支し

持じ

し
て
く
だ
さ
い
。
お
国く

に

に

帰か
え
っ
て
も
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

を
支し

持じ

し
て
く
だ
さ
い
。

　

民み
ん

主し
ゅ

化か

要よ
う

求き
ゅ
うに
立た

ち
上あ

が
っ
た
学が

く

生せ
い

達た
ち

は
、
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
自じ

認に
ん

す
る
米べ

い

国こ
く

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る

の
で
は
、
と
淡あ

わ

い
期き

待た
い

を
抱い

だ

い
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ

ま
り
に
も
ナ
イ
ー
ブ
な
期き

待た
い

だ
っ
た
。
米べ

い

政せ
い

府ふ

は
人じ

ん

民み
ん

解か
い

放ほ
う

軍ぐ
ん

の
動う

ご

き
を
偵て

い

察さ
つ

衛え
い

星せ
い

を
通つ

う

じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把は

握あ
く

し
て
い

た
が
、
北ぺ

京き
ん

政せ
い

府ふ

に
自じ

制せ
い

を
求も

と

め
る
こ
と
も
な
く
、
学が

く

生せ
い

達た
ち

に
迫せ

ま

り
来く

る
危き

機き

に
つ
い
て
警け

い

告こ
く

す
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。

　

事じ

件け
ん

後ご

、
ブ
ッ
シ
ュ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
対た

い

中ち
ゅ
う

武ぶ

器き

輸ゆ

出し
ゅ
つと
、
米べ

い

中
ち
ゅ
う

軍ぐ
ん

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

の
接せ

っ

触し
ょ
くを
一い

ち

時じ

停て
い

止し

す
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
が
、「
米べ

い

中
ち
ゅ
う

関か
ん

係け
い

は
米べ

い

国こ
く

に
と
っ
て
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
あ
り
、
私わ

た
しと
し
て
は
維い

持じ

さ
れ

る
こ
と
を
望の

ぞ

ん
で
い
る
」
と
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
述の

べ
た
。
米べ

い

中ち
ゅ
う

間か
ん

の
貿ぼ

う

易え
き

は
そ
の
前ぜ

ん

年ね
ん

に
は
、
４
０
％
増ぞ

う

の
１
２
億お

く

ド
ル
に
達た

っ

し
、
対た

い

中ち
ゅ
う

投と
う

資し

も
３
５
億お

く

ド
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

激げ
き

化か

す
る
日に

本ほ
ん

と
の
経け

い

済ざ
い

競き
ょ
う

争そ
う

を
勝か

ち
抜ぬ

く
に
は
、
米べ

い

中ち
ゅ
う

貿ぼ
う

易え
き

を
テ
コ
に
す
る
し
か
な
い
、
と
い
う
戦せ

ん

略り
ゃ
くの
前ま

え

に
は
、

学が
く

生せ
い

達た
ち

の
民み

ん

主し
ゅ

化か

要よ
う

求き
ゅ
うも
、
そ
し
て
彼か

れ

ら
の
人じ

ん

権け
ん

や
生せ

い

命め
い

す

ら
無む

視し

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

事じ

件け
ん

後ご

、
世せ

界か
い

銀ぎ
ん

行こ
う

か
ら
の
借

し
ゃ
っ

款か
ん

停て
い

止し

な
ど
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
対た

い

す
る
制せ

い

裁さ
い

措そ

置ち

を
と
っ
た
が
、
翌よ

く

年と
し

の
湾わ

ん

岸が
ん

戦せ
ん

争そ
う

に
際さ

い

し
て
、
米べ

い

国こ
く

は
制せ

い

裁さ
い

解か
い

除じ
ょ

に
向む

け
て
の
後あ

と

押お

し
を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
約や

く

束そ
く

し
た
。
こ
れ
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
国こ

く

連れ
ん

安あ
ん

保ぽ

理り

で
拒き

ょ

否ひ

権け
ん

を
発は

つ

動ど
う

し
な
い
こ
と
、
イ
ラ
ク
に
売ば

い

却き
ゃ
くし
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

製せ
い

ミ
サ
イ
ル
の
配は

い

置ち

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
提て

い

供き
ょ
うす
る
事こ

と

、
と
い
う
二に

点て
ん

の
見み

返か
え

り
で
あ
る
。

　

湾わ
ん

岸が
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
一い

っ

週し
ゅ
う

間か
ん

前ま
え

、
北ぺ

京き
ん

政せ
い

府ふ

は
逮た

い

捕ほ

さ
れ
た
推す

い

定て
い

３
千ぜ

ん

名め
い

に
の
ぼ
る
学が

く

生せ
い

達た
ち

の
裁さ

い

判ば
ん

に
関か

ん

し
て
、
米べ

い

国こ
く

側が
わ

が
公こ

う

１
．
歴れ

き

史し

の
改か

い

竄ざ
ん

『無
む

名
めい

の反
はん

逆
ぎゃく

者
しゃ

』（ジェフ・ワイドナー撮
さつ

影
えい

/wikimedia commons）

～
２
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

餓が

死し

へ
の
「
大だ

い

躍や
く

進し
ん

」

Ｂ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
０
）

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
失う

し
な

わ
れ
た
２
０
年ね

ん

（
下げ

）
～
憎ぞ

う

悪お

と
破は

壊か
い

の
「
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

」

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）「
北ぺ

京き
ん

の
長な

が

い
夜よ

る

」、ゴ
ー

ド
ン
・
ト
ー
マ
ス
、
並な

み

木き

書し
ょ

房ぼ
う

、
Ｈ
５
．
１
０

式し
き

な
抗こ

う

議ぎ

を
し
な
い
よ
う
期き

待た
い

し
て
い
る
と
伝つ

た

え
、
米べ

い

国こ
く

は
こ

れ
に
応こ

た

え
た
。
裁さ

い

判ば
ん

の
結け

っ

果か

、
民み

ん

主し
ゅ

化か

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
て
平へ

い

和わ

的て
き

な
デ
モ
を
実じ

っ

施し

し
た
だ
け
の
学が

く

生せ
い

達た
ち

が
、
３
年ね

ん

か
ら
１
３
年ね

ん

の
刑け

い

期き

で
強

き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

送お
く

り
と
な
っ
た
。

　

胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

の
も
と
で
よ
う
や
く
芽め

生ば

え
た
自じ

由ゆ
う

化か

・
民み

ん

主し
ゅ

化か

へ

の
動う

ご

き
は
、
こ
う
し
て
「
鋭え

い

利り

な
ナ
イ
フ
」
で
完か

ん

全ぜ
ん

に
刈か

り
込こ

ま
れ
、
ソ
連れ

ん

や
東と

う

欧お
う

に
比ひ

す
べ
き
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

独ど
く

裁さ
い

か
ら
の
解か

い

放ほ
う

は

さ
ら
に
遠と

お

の
い
て
し
ま
っ
た
。

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
９
）
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
失う

し
なわ
れ
た
２
０
年ね

ん

（
上じ

ょ
う
）

９
．
中ち

ゅ
う
国ご

く

人じ
ん

民み
ん

を
支し

持じ

し
て
く
だ
さ
い

４
．
中ち

ゅ
う

国ご
く

に
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

移い

行こ
う

の

　
　

権け
ん

利り

あ
り

５
．
学が

く

生せ
い

の
戦た

た
か

い

２
．
学が

く

生せ
い

は
「
階か

い

級き
ゅ
う

の
敵て

き

」
に

　
　

な
り
つ
つ
あ
る

３
．
人じ

ん

民み
ん

は
戦た

た
か

い
を

　
　

挑い
ど

む
こ
と
に
な
ろ
う

６
．
趙ち

ょ
う

紫し

陽よ
う

の
失し

っ

脚き
ゃ
く

７
．
も
つ
れ
た
雑ざ

っ

草そ
う

を

　
　

刈か

り
取と

る
に
は

　
　

鋭え
い

利り

な
ナ
イ
フ
を

８
．
虐ぎ

ゃ
く
殺さ

つ

の
夜よ

る

１
０
．
事じ

件け
ん

の
あ
と
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（５） ２０１９年第５２９７号 	 ８月	 ３日	（土曜日）

Japão retira Coreia 
do Sul da lista de 
nações beneficiadas 
com procedimentos 
simplificados de exportação

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Trade (02/08/2019)

O gabinete do gover-
no japonês está levando 
adiante um plano de retirar 
a Coreia do Sul de sua lis-
ta de nações beneficiadas 
com procedimentos sim-
plificados de exportação. A 
nova medida irá entrar em 
vigor em 28 de agosto.
O ministro da Economia, 
Comércio e Indústria do 
Japão, Hiroshige Seko, 
afirmou, “A decisão de 
hoje do gabinete é uma 
revisão de implementação 
da política japonesa de ex-
portação, em resposta a al-

gumas falhas no sistema de 
controle de exportação da 
Coreia do Sul e sua apli-
cação. O Japão não tem a 
intenção de alterar as rela-
ções com a Coreia do Sul, e 
não se trata de uma contra-
medida a certas questões.”
A decisão representa uma 
segunda rodada de con-
troles de exportação mais 
rigorosos para o país, em 
seguida ao ato adotado 
para materiais destinados à 
fabricação de semicondu-
tores e telas.
Autoridades japonesas 

afirmam que Seul manejou 
de forma equivocada mate-
riais de alta tecnologia, que 
podem ser usados para fins 
militares. Segundo elas, o 
país também não conse-
guiu introduzir um sistema 
necessário para manter o 
status.
Elas enfatizam que, pela 
última medida, a Coreia 
do Sul está na mesma cate-
goria que outros países da 
Ásia.
O presidente da Coreia do 
Sul, Moon Jae-in, comen-
tou a decisão japonesa no 

início de uma reunião de 
emergência do gabinete na 
sexta-feira. Ele disse, “O 
Japão ignorou nosso país 
e esforços da comunidade 
internacional para resolver 
diplomaticamente a ques-
tão, piorando a situação. 
Advertimos, nos termos 
mais fortes, que o Japão é 
responsável pelo que acon-
tecer daqui para a frente. 
Não iremos ficar passivos 
e permitir que o instigador 
continue sua postura agres-
siva.”

EUA pedem que Japão e Coreia 
do Sul suspendam disputa sobre 
trabalhos no tempo da guerra

EUA (31/08/2019)

Os EUA aparentemente 
pediram que Japão e Co-
reia do Sul suspendam sua 
disputa sobre trabalho no 
tempo da guerra e foquem 
na resolução de questões 
comerciais.
Na terça-feira, a agência 
de notícias Reuters citou 
uma autoridade de alto es-
calão dos EUA segundo a 
qual Washington pediu que 
Tóquio e Seul considerem 

a possibilidade de assinar 
um “acordo de suspensão” 
a fim de que os países obte-
nham tempo para negociar.
O Japão fortaleceu seu 
controle de exportações 
de alguns materiais de alta 
tecnologia para a Coreia do 
Sul, e está tomando provi-
dências para remover o 
país de uma lista de nações 
beneficiadas por controles 
simplificados de exporta-

Evento para leiloar versões 
modernas de “maneki-neko” 
atrai visitantes em Cingapura

Japão indica ruínas pré-
históricas como candidatas a 
patrimônio cultural da Unesco

Quantidade de casos de maus-
tratos infantis registra novo 
recorde

maneki-neko  (02/08/2019)

Cultural da Unesco  (31/07/2019)

Maus tratos infantis  (01/08/2019)

Um amuleto tradicio-
nal de boa sorte do Japão 
está obtendo uma versão 
moderna em Cingapura. A 
mudança faz parte de um 
leilão, com o objetivo de 
levantar fundos para futu-
ros artistas.
Estudantes locais de arte 
remodelaram 200 “Gatos 
da Sorte”, também conhe-
cidos como maneki-neko. 
Acredita-se que eles tra-
gam sorte e riqueza.
Entre as primeiras pessoas 
que visitaram a exibição 

O Japão decidiu reco-
mendar um grupo de ruinas 
pré-históricas no norte do 
país como candidatas para 
a lista de patrimônios cul-
turais da Unesco em 2021.
A Agência da Cultura do 
Japão tomou a decisão na 
terça-feira.
O grupo, chamado de Sí-
tios Arqueológicos Jomon 
em Hokkaido e no Norte 
de Tohoku consiste de 17 
antigas ruínas espalha-
das em quatro províncias, 

Novas estatísticas do 
governo japonês revelam 
que conselhos tutelares em 
todos o país lidaram com 
uma quantidade recorde 
de caso de maus-tratos in-
fantis no ano fiscal que se 
encerrou em março.
Autoridades do Ministé-
rio da Saúde e Bem-Estar 
Social informam que o 
número de casos relatados 
foi de 159.850, um aumen-
to aproximado de 26 mil 
casos em relação ao ano 
anterior. As estatísticas se 
referem a crianças e jovens 
com menos de 18 anos de 

estava a presidente de Cin-
gapura, Halimah Yacob. 
As obras variam conforme 
os temas. Algumas enfati-
zam a diversidade étnica 
de Cingapura, como uma 
que reflete mistura de cul-
turas chinesa, malaia e in-
diana.
Entre as obras, há também 
gatos na versão do século 
21, por meio da realidade 
aumentada. Vencedores do 
leilão serão anunciados no 
final deste mês.

Hokkaido, Aomori, Iwate 
e Akita. As ruínas são do 
período Jomon, que teve 
início cerca de 15 mil anos 
atrás.
O sítio de Sannai-Maruya-
ma em Aomori é um local 
representativo das ruínas 
japonesas. É um assenta-
mento de 42 hectares cons-
truído aproximadamente 
entre 5.900 a 4.300 anos 
atrás. Cerca de 2.000 esta-
tuetas de argila do período 
foram escavadas no local.

idade.
As autoridades dizem que 
o número continua a au-
mentar desde que passou a 
ser registrado, no ano fiscal 
de 1990, e que a margem 
de crescimento no ano fis-
cal passado foi a maior já 
vista.
Os funcionários do minis-
tério atribuem o aumento 
ao maior número de relatos 
da polícia sobre crianças 
que testemunharam casos 
de violência doméstica, 
como agressões de pais 
contra mães, o que é consi-
derado abuso psicológico.

ção.
As medidas estão sendo 
implementadas em meio 
ao aumento das tensões en-
tre os dois países devido a 
divergências relacionadas 
a indenizações por traba-
lhos no período da guerra.
O presidente dos EUA, 
Donald Trump, disse nes-
te mês que o presidente da 
Coreia do Sul, Moon Jae
-in, pediu que ele ajudasse 

a melhorar os laços entre 
Seul e Tóquio.
O chanceler do Japão, Taro 
Kono, a chanceler sul-co-
reana, Kang Kyung-ha, e o 
secretário de Estado ame-
ricano, Mike Pompeo, es-
tão participando do Fórum 
Regional da ASEAN em 
Bangkok, na Tailândia, na 
quarta-feira.

Coreia do Sul pede apoio 
internacional em disputa comercial 
com o Japão

Coreia do Sul  (31/07/2019)

A chanceler sul-coreana 
disse que vai buscar apoio 
internacional na reunião da 
Asean com relação aos con-
troles de exportação impos-
tos pelo Japão a seu país.
Kang Kyung-wha falou em 
uma comissão do parlamen-
to na terça-feira.
Mencionando reportagens da 
imprensa japonesa, ela disse 

que é muito provável que na 
sexta-feira o Japão exclua a 
Coreia do Sul de uma lista 
de nações beneficiadas com 
procedimentos simplificados 
de exportação. Ela acrescen-
tou que a decisão pode entrar 
em vigor no final de agosto.
Kang disse aos legisladores 
que vai conversar com ou-
tros líderes sobre a questão 

no fórum regional da Asean, 
programado para sexta-feira 
em Bangkok.
Ela afirmou que vai res-
saltar que o Japão deveria 
suspender os mais recentes 
controles sobre exportação 
de alguns materiais de alta 
tecnologia utilizados em se-
micondutores.
Kang disse que vai enfatizar 

que a retirada da Coreia do 
Sul da lista de nações é in-
justa.
Há crescentes preocupações 
de que a economia sul-core-
ana será seriamente afetada 
pelas medidas.
Seul planeja pressionar Tó-
quio ganhando apoio de ou-
tros países asiáticos.

Japão vai estudar com cuidado resposta a 
dar aos EUA sobre o Estreito de Ormuz

Calor escaldante deverá continuar no Japão

Estreito de Ormuz (01/08/2019)

Verão (02/08/2019)

O ministro da Defesa do 
Japão, Takeshi Iwaya, rei-
terou que o país vai estudar 
cuidadosamente a resposta 
a dar para a solicitação 
americana de participação 
na planejada coalizão in-
ternacional a ser encarre-
gada de garantir a seguran-
ça no Estreito de Ormuz.
Os Estados Unidos convi-
daram representantes de 
alguns países a compare-

Funcionários do setor de 
meteorologia estão aler-
tando sobre a forte onda 
de calor no Japão, uma 
vez que altas temperaturas 
continuam a prevalecer em 
amplas áreas do país.

cer quarta-feira ao quar-
tel-general da Quinta Frota 
em Barein para assistir a 
uma explanação técnica 
com visão militar.
Nesta quinta-feira, em 
Tóquio, Iwaya declarou a 
jornalistas que comparece-
ram ao encontro oficiais de 
ligação das Forças de Au-
todefesa do Japão lotados 
em Barein. Está localizado 
no país o comando de uma 

A Agência de Meteorolo-
gia do Japão declarou que, 
durante o dia desta sex-
ta-feira, as temperaturas 
chegarão a 35ºC em uma 
ampla área, com previsão 
de 38 graus nas região de 

força-tarefa multinacional 
de operações de antipira-
taria no mar ao largo da 
Somália.
O ministro da Defesa disse 
ter recebido um relato so-
bre a reunião, mas negou-
se a falar sobre o teor das 
discussões ou sobre uma 
possível resposta a ser 
dada pelo Japão.
Segundo Takeshi Iwaya, o 
Japão continuará a traba-

Kanto, Tokai, Kansai e 
Kyushu.
Na quinta-feira, tempera-
turas de 35 graus ou mais 
foram registradas em 184 
pontos de observação de 
todo o país.

lhar em contato próximo 
com os Estados Unidos e 
outros países relacionados 
para a coleta de informa-
ções e para avaliar a situa-
ção no Estreito de Ormuz, 
assim como a posição da 
comunidade internacional.
O ministro afirmou que o 
governo do Japão tomará 
uma decisão abrangente 
sobre o que fazer.

Funcionários do setor 
afirmam que um extremo 
calor deverá continuar du-
rante cerca de uma semana 
em muitas áreas do país.
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繁し
げ

伸の
ぶ

校こ
う

長ち
ょ
う、
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
は

１
年ね

ん

の
石い

し

井い

智と
も

道ゆ
き

さ
ん
（
１ 

２
）、
三さ

え
ぐ
さ枝
渉わ

た
るさ
ん
（
１
２
）、

高た
か

橋は
し

英え

倫り

子こ

さ
ん
（
１
２
）、

小こ

林ば
や
し

正ま
さ

知と
も

校こ
う

長ち
ょ
うの
７
人に

ん

。

　

同ど
う

校こ
う

と
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

は

１
９
７
３
年ね

ん

か
ら
隔か

く

年ね
ん

で
相そ

う

互ご

に
使し

節せ
つ

団だ
ん

を
派は

遣け
ん

し
、
交こ

う

流り
ゅ
うを
行

お
こ
な

っ
て
き
た
。
今こ

年と
し

の

１
月が

つ

に
は
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

の
生せ

い

【
テ
ニ
ス
】ジ
ロ
ウ・セ
ル
ジ
オ・

サ
カ
キ
バ
ラ

【
卓た

っ

球き
ゅ
う】
マ
コ
ト
・
サ
ト
ウ

ビ
ル
で
行

お
こ
な

っ
た
。
約や

く

３
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
援え

ん

協き
ょ
う

創そ
う

立り
つ

６
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

製せ
い

作さ
く

の
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状じ
ょ
う

況き
ょ
うな
ど
が
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
た
。

　

記き

念ね
ん

誌し

製せ
い

作さ
く

の
進し

ん

捗ち
ょ
くに
つ

い
て
園そ

の

田だ

昭あ
き

憲の
り

福ふ
く

祉し

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

は
「
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

は
９
割わ

り

完か
ん

成せ
い

し
て
お
り
、
あ
と
は
ポ
語ご

へ
の

翻ほ
ん

訳や
く

を
行お

こ
な
う
。
専せ

ん

門も
ん

家か

に
も

見み

て
も
ら
う
予よ

定て
い

で
、
１
時じ

間か
ん

程ほ
ど

で
読よ

み
き
れ
る
分わ

か
り

徒と

、
教

き
ょ
う

員い
ん

３
４
人に

ん

が
訪ほ

う

日に
ち

。

同ど
う

校こ
う

生せ
い

徒と

が
琴こ

と

の
演え

ん

奏そ
う

を
教お

し

え
た
り
、
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うや
給

き
ゅ
う

食し
ょ
くを
と

も
に
し
た
。
佐さ

藤と
う

さ
ん
は
そ

の
際さ

い

に
親し

た

し
く
な
っ
た
友ゆ

う

人じ
ん

と

「
ま
た
会あ

お
う
」
と
約や

く

束そ
く

、

今こ
ん

回か
い

参さ
ん

加か

し
た
。

　

渡わ
た
り
・
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

校こ
う

長ち
ょ
うは
こ
の

交こ
う

流り
ゅ
うを
「
小

し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
若わ

か

い

時じ

期き

に
世せ

界か
い

を
見み

ら
れ
る
貴き

浅
あさ

野
の

康
こう

平
へい

専
せん

務
む

理
り

事
じ

　

国こ
く

外が
い

就し
ゅ
う

労ろ
う

者し
ゃ

情じ
ょ
う

報ほ
う

援え
ん

護ご

セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ
、

二に
の

宮み
や

正ま
さ

人と

理り

事じ

長ち
ょ
う）
の
新し

ん

専せ
ん

務む

理り

事じ

に
、
愛あ

い

知ち

弁べ
ん

護ご

士し

会か
い

の
浅あ

さ

野の

孝こ
う

平へ
い

氏し

（
３
６
、
愛あ

い

知ち

）
が
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
、
２
３
日に

ち

に

着ち
ゃ
く

任に
ん

し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ

は
日に

本ほ
ん

で
の
就

し
ゅ
う

労ろ
う

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

に

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
提て

い

供き
ょ
うし
、
そ
の
権け

ん

利り

を
擁よ

う

護ご

す
る
厚こ

う

生せ
い

労ろ
う

働ど
う

省
し
ょ
う

の
外が

い

部ぶ

委い

託た
く

機き

関か
ん

。
デ
カ

セ
ギ
ブ
ー
ム
開か

い

始し

を
う
け
、

１
９
９
２
年ね

ん

に
開か

い

設せ
つ

さ
れ
た
。

　

浅あ
さ

野の

理り

事じ

は
２
０
１
１
～

１
６
年ね

ん

ま
で
愛あ

い

知ち

県け
ん

一い
ち
の

宮み
や

市し

の
弁べ

ん

護ご

士し

事じ

務む

所し
ょ

に
勤き

ん

務む

し
、

主お
も

に
不ふ

動ど
う

産さ
ん

相そ
う

続ぞ
く

分ぶ
ん

野や

を
担た

ん

当と
う

。
そ
の
後ご

、
名な

古ご

屋や

国こ
く

税ぜ
い

不ふ

服ふ
く

審し
ん

判ぱ
ん

所じ
ょ

で
国こ

く

税ぜ
い

審し
ん

判ぱ
ん

官か
ん

の
任に

ん

に
就つ

き
、
専せ

ん

門も
ん

分ぶ
ん

野や

を

税ぜ
い

関か
ん

係け
い

一い
っ

般ぱ
ん

に
広ひ

ろ

げ
た
。

　

１
４
年ね

ん

に
は
愛あ

い

知ち

弁べ
ん

護ご

士し

会か
い

が
主し

ゅ

催さ
い

し
た
伯は

っ

国こ
く

視し

察さ
つ

行こ
う

に
同ど

う

僚り
ょ
う

弁べ
ん

護ご

士し

の
勧す

す

め
で
参さ

ん

加か

。
日に

本ほ
ん

で
接せ

っ

す
る
デ
カ
セ

ギ
以い

外が
い

の
多た

様よ
う

な
日に

っ

系け
い

人じ
ん

像ぞ
う

に
触ふ

れ
、
伯は

っ

国こ
く

へ
の
関か

ん

心し
ん

を

強つ
よ

め
た
。
前ぜ

ん

任に
ん

の
永な

が

井い

康や
す

之ゆ
き

氏し

の
退た

い

任に
ん

が
決き

ま
る
と
、
家か

族ぞ
く

の
後あ

と

押お

し
を
受う

け
て
、
後こ

う

任に
ん

に
志し

願が
ん

。
名な

古ご

屋や

国こ
く

税ぜ
い

不ふ

服ふ
く

審し
ん

判ぱ
ん

所じ
ょ

を
退た

い

所し
ょ

し
、
Ｃ
Ｉ

Ａ
Ｔ
Ｅ
の
専せ

ん

務む

理り

事じ

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。
任に

ん

期き

は
２
年ね

ん

間か
ん

の
予よ

定て
い

。
　

２
６
日に

ち

に
は
着

ち
ゃ
く

任に
ん

挨あ
い

拶さ
つ

の

た
め
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

を
訪お

と
ず
れ
、「
早は

や

く
こ
ち
ら
の
習

し
ゅ
う

慣か
ん

や
言こ

と

葉ば

に

馴な

染じ

ん
で
、
皆み

な

さ
ん
の
役や

く

に
に
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
う

す
る
と
い

う
。
同ど

う

施し

設せ
つ

は
本ほ

ん

来ら
い

要よ
う

介か
い

護ご

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

向む

け
だ
が
、
今こ

ん

回か
い

入
に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
うす
る
別べ

っ

館か
ん

で
は
、

介か
い

護ご

不ふ

要よ
う

の
入

に
ゅ
う

居き
ょ

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

の

み
を
受う

け
入い

れ
る
。
個こ

室し
つ

、

相あ
い

部べ

屋や

、
２
人り

部べ

屋や

が
あ
り
、

月げ
つ

額が
く

利り

用よ
う

料り
ょ
う

は
約や

く

３
千ぜ

ん

～

６
５
０
０
レ
ア
ル
。
食

し
ょ
く

事じ

の

提て
い

供き
ょ
う、
掃そ

う

除じ

、
衣い

服ふ
く

の
洗せ

ん

濯た
く

の
サ
ー
ビ
ス
が
利り

用よ
う

料り
ょ
うに
含ふ

く

ま
れ
る
。
昨さ

っ

今こ
ん

で
は
福ふ

く

祉し

施し

設せ
つ

の
入

に
ゅ
う

居き
ょ

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

が
多お

お

く
、

不ふ

足そ
く

し
て
い
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う。
快か

い

適て
き

な
老ろ

う

後ご

の
生せ

い

活か
つ

を
送お

く

る
チ
ャ

ン
ス
か
も
。
詳

し
ょ
う

細さ
い

や
入

に
ゅ
う

居き
ょ

希き

望ぼ
う

に
関か

ん

す
る
問と

い
合あ

わ
せ
は

同ど
う

施し

設せ
つ

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
２ 

４
８
０
・０
５
５
３
）
ま
た
は

援え
ん

協き
ょ
う

福ふ
く

祉し

部ぶ

（
電で

ん

話わ

＝
１
１ 

・
３
２
７
４
・６
５
１
８
／
３ 

２
７
４
・６
５
１
９
）
ま
で
。

出し
ゅ
つ
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
賞し

ょ
うに

は
、
ブ
ラ
ジ
ル

サ
ッ
カ
ー
界か

い

か

ら
元も

と

セ
レ
ソ
ン

で
Ｊ
リ
ー
グ

で
も
活か

つ

躍や
く

し

た
セ
ー
ザ
ル
・

サ
ン
パ
イ
オ
氏し

（
５
１
）
も
選え

ら

ば
れ
た
。

　

名め
い

門も
ん

・
サ

ン
パ
ウ
ロ
Ｆ

Ｃ
、
パ
ル
メ
イ

ラ
ス
に
所し

ょ

属ぞ
く

し
た
サ
ン
パ
イ

オ
氏し

は
、
Ｊ

リ
ー
グ
で
も

横よ
こ

浜は
ま

フ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
ス
（
現げ

ん

横よ
こ

浜は
ま

Ｆ
・
マ

リ
ノ
ス
）
な

聖せ
い

市し

議ぎ

会か
い

で
９
日か

に
授じ

ゅ

賞し
ょ
う

式し
き

元も
と

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
セ
ー
ザ
ル
も
表ひ

ょ
う

彰し
ょ
う

重ち
ょ
うな
機き

会か
い

。
地ち

域い
き

ぐ
る
み
で

こ
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
大た

い

切せ
つ

し
て
い
る

か
ら
、
こ
ん
な
に
長な

が

い
期き

間か
ん

続ぞ
く

い
て
き
た
と
思お

も

う
」
と
し
、

小こ

林ば
や
し・
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

校こ
う

長ち
ょ
うも
「
子こ

供ど
も

ら
に
と
っ
て
将

し
ょ
う

来ら
い

に
向む

け

た
大お

お

き
な
学ま

な

び
に
な
る
は
ず
」

と
交こ

う

流り
ゅ
うの
意い

義ぎ

を
述の

べ
た
。

　

三さ
え
ぐ
さ枝
さ
ん
は
「
日に

っ

伯ぱ
く

は
非ひ

常じ
ょ
うに
遠と

お

く
、
文ぶ

ん

化か

も
大お

お

き
く

大お
お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

生せ
い

徒と

と
交こ

う

流り
ゅ
う

小お

櫃び
つ

小し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
使し

節せ
つ

団だ
ん

来ら
い

伯は
く

愛あ
い

知ち

弁べ
ん

護ご

士し

会か
い

の
浅あ

さ

野の

孝こ
う

平へ
い

氏し

Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ
に
専せ

ん

務む

理り

事じ

新し
ん

任に
ん

人に
ん

気き

曲き
ょ
く

ば
か
り
、
新し

ん

趣し
ゅ

向こ
う

も

「
花は

な

の
歌か

謡よ
う

祭さ
い

」
い
よ
い
よ
４
日か

異こ
と

な
る
と
思お

も

う
。
そ
の
違ち

が

い
を
体た

い

験け
ん

し
た
い
」、
高た

か

橋は
し

さ
ん

は
「
伯は

っ

国こ
く

の
文ぶ

ん

化か

を
広ひ

ろ

く
学ま

な

ん
で
、
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

の
生せ

い

徒と

と
交こ

う

流り
ゅ
うし
た
い
、
友ゆ

う

人じ
ん

に
な

り
た
い
」
と
期き

待た
い

を
語か

た

っ
た
。

高た
か

橋は
し

さ
ん
の
姉あ

ね

が
２
年ね

ん

前ま
え

に
、

佐さ

藤と
う

さ
ん
の
親し

ん

戚せ
き

も
、
同お

な

じ

使し

節せ
つ

団だ
ん

と
し
て
過か

去こ

に
訪ほ

う

伯は
く

し
た
と
い
う
。

　

来ら
い

伯は
く

し
た
生せ

い

徒と

は
５
日か

ま

で
滞た

い

在ざ
い

し
、
同ど

う

学が
く

院い
ん

の
授じ

ゅ

業
ぎ
ょ
う

に
参さ

ん

加か

す
る
他ほ

か

、
聖せ

い

市し

の
ジ

ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
や
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

、
市し

街が
い

地ち

見け
ん

学が
く

、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通と

お

し

て
見け

ん

聞ぶ
ん

を
広ひ

ろ

め
る
。

　

本ほ
ん

紙し

読ど
く

者し
ゃ

の
リ
ク
エ
ス
ト

曲き
ょ
くが
た
く
さ
ん
選え

ら

ば
れ
た

人に
ん

気き

曲き
ょ
くば
か
り
の
「
花は

な

の
歌か

謡よ
う

祭さ
い

」
が
、
い
よ
い
よ
４
日か

（
日に

ち

）
に
迫せ

ま

っ
た
。「
あ
り
が

と
う
昭

し
ょ
う

和わ

・
平へ

い

成せ
い

、
今き

ょ
う日
は

希き

望ぼ
う

あ
ふ
れ
る
令れ

い

和わ

」
を
テ

ー
マ
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

ア
マ

チ
ュ
ア
歌か

謡よ
う

連れ
ん

盟め
い

（
Ｉ
Ｎ
Ｂ
、

北き
た

川が
わ

ジ
ュ
ー
リ
ア
好よ

し

美み

会か
い

長ち
ょ
う）

と
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

が
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
も
の
で
、
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
大だ

い

講こ
う

堂ど
う

で

行お
こ
なわ
れ
る
。

　

主し
ゅ

催さ
い

者し
ゃ

に
よ
れ
ば
「
こ
う

い
っ
た
催も

よ
お
し
に
初は

じ

め
て
日に

っ

系け
い

の
片か

た

桐ぎ
り

キ
ム
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

が
顔か

お

を
出だ

し
て
く
れ
る
予よ

定て
い

」

と
の
こ
と
。

（７） ２０１９年第５２９７号 	 ８月	 ３日	（土曜日）

セーザル・サンパイオ氏
し

来
らい

社
しゃ

した使
し

節
せつ

団
だん

と大
おお

志
し

万
まん

学
がく

院
いん

の生
せい

徒
と

ら

援え
ん

協き
ょ
う

の
７
月が

つ

定て
い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

創そ
う
立り
つ６
０
周
し
ゅ
う
年ね
ん
史し
が
完か
ん
成せ
い
間ま

近ぢ
か

　

パ
ウ
リ
ス
タ
・
ス
ポ
ー
ツ

賞し
ょ
うの
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

ら
の
中な

か

に
は
、

長な
が

年ね
ん

ス
ポ
ー
ツ
界か

い

で
活か

つ

躍や
く

し

て
き
た
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

も
多お

お

い
。
例た

と

え
ば
ゴ
ル
フ
で
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

し
た
エ

ミ
・
ノ
ム
ラ
さ
ん
（
８
９
、

　

曲き
ょ
く
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
当と

う

選せ
ん

し
た
本ほ

ん

紙し

読ど
く

者し
ゃ

に
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
舞ぶ

台た
い

へ
上あ

が
っ

て
も
ら
い
、
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

さ
ん

の
司し

会か
い

に
よ
る
座ざ

談だ
ん

会か
い

を
行

お
こ
な

っ
て
実じ

っ

際さ
い

に
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
話は

な

す
機き

会か
い

を
も
う
け
、
実じ

っ

際さ
い

に
そ
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲き

ょ
くを
コ

ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

が
唄う

た

う
の
を
目め

の
前ま

え

で
見み

て
も
ら
う
新し

ん

趣し
ゅ

向こ
う

を
考か

ん
がえ
て
い
る
。

　

司し

会か
い

の
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

さ
ん
が

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
１
年ね

ん

を
振ふ

り

返か
え

り
な
が
ら
曲き

ょ
くの
時じ

代だ
い

背は
い

景け
い

を
説せ

つ

明め
い

し
た
あ
と
、
コ
ロ
ニ

ア
を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
歌か

手し
ゅ

が
総そ

う

出
し
ゅ
つ

演え
ん

し
て
、
じ
っ
く
り
と
歌う

た

い
上あ

げ
る
と
い
う
構こ

う

成せ
い

だ
。

　

１
０
年ね

ん

振ぶ

り
に
ス
テ
ー
ジ

に
上あ

が
る
北き

た

川が
わ

名め
い

誉よ

会か
い

長
ち
ょ
う

は
『
影か

げ

を
慕し

た

い
て
』『
ア
ヴ
ェ・

マ
リ
ア
』
な
ど
５
曲き

ょ
く
を
朗ろ

う

々ろ
う

と
披ひ

露ろ
う

す
る
予よ

定て
い

。

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
うだ
が
、
保ほ

存ぞ
ん

食し
ょ
くま
た
は
衛え

い

生せ
い

用よ
う

品ひ
ん

の
寄き

付ふ

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
て
い
る
。
寄き

付ふ

物ぶ
っ

品ぴ
ん

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

に
寄き

付ふ

さ
れ
る
。

　

歌か

謡よ
う

祭さ
い

に
関か

ん

す
る
問と

い

合あ

わ
せ
は
好よ

し

美み

会か
い

長ち
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
９
７
５
３
０
・ 

９
６
８
３
）、
ま
た
は
藤ふ

じ

瀬せ

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
１
１
・
３ 

２
６
６
・２
０
８
７
）
ま
で
。

ダ
ー
デ
区く

の
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
１

階か
い

（R
. São Joaquim

, 
3

8
1

、
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３ 

２
０
７
・
９
０
１
４
）
に
在ざ

い

所し
ょ

。
求

き
ゅ
う

人じ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

の
提て

い

供き
ょ
うだ

け
で
な
く
、
社し

ゃ

会か
い

保ほ

険け
ん

（
疾し

っ

病ぺ
い

、
高こ

う

齢れ
い

、
失し

つ

業ぎ
ょ
う、
労ろ

う

働ど
う

災さ
い

害が
い

）、
年ね

ん

金き
ん

一い
っ

般ぱ
ん

（
厚こ

う

生せ
い

年ね
ん

金き
ん

、
国こ

く

民み
ん

年ね
ん

金き
ん

）、
日に

本ほ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

保ほ

障し
ょ
う

協き
ょ
う

定て
い

に
関か

ん

す
る
相そ

う

談だ
ん

も
請う

け
負お

う
。
営え

い

業ぎ
ょ
う

時じ

間か
ん

は
平へ

い

日じ
つ

９
～

１
７
時じ

ま
で
。

「花
はな

の歌
か

謡
よう

祭
さい

」ポスター

柔
じゅう

道
どう

の柳
やなぎ

森
もり

優
まさる

さん佐
さ

々
さ

木
き

ヴァルテルさん

や
す
い
も
の
に
し
た
い
が
、
歴れ

き

史し

を
正た

だ

し
く
伝つ

た

え
る
に
は
ど

う
し
て
も
３
０
０
ペ
ー
ジ
程ほ

ど

に
な
る
」
と
報ほ

う

告こ
く

。「
多お

お

く
の

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

が
参さ

ん

加か

し
て
、
皆み

な

で

良よ

い
も
の
を
作つ

く

り
た
い
。
内な

い

容よ
う

へ
の
提て

い

案あ
ん

が
あ
れ
ば
積せ

っ

極
き
ょ
く

的て
き

に
取と

り
入い

れ
る
の
で
申も

う

し

出で

て
」
と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
呼よ

び
か
け

た
。

　

８
月が

つ

１
２
日に

ち

に
聖せ

い

市し

議ぎ

会か
い

で
の
挙き

ょ

行こ
う

を
予よ

定て
い

し
て
い
る

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
つ
い

て
は
、
援え

ん

協き
ょ
うに
貢こ

う

献け
ん

し
た
人じ

ん

物ぶ
つ

を
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うす
る
予よ

定て
い

で
あ
る

こ
と
が
明あ

か
さ
れ
た
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

を
除の

ぞ

く

６
月が

つ

度ど

決け
っ

算さ
ん

は
１
４
８
万ま

ん

１ 

３
８
レ
ア
ル
の
赤あ

か

字じ

を
計け

い

上
じ
ょ
う

し
た
が
、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

を
含ふ

く

む
全ぜ

ん

体た
い

で
は
７
９
８
万ま

ん

４
７ 

０
２

レ
の
黒く

ろ

字じ

と
な
っ
た
。

な
ど
の
１
６
部ぶ

門も
ん

に
加く

わ

え
、

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
うに
７
部ぶ

門も
ん

８
人に

ん

が
選せ

ん

　

今こ

年と
し

は
２
５
人に

ん

が
受じ

ゅ

賞し
ょ
う。

陸り
く

上じ
ょ
う、
武ぶ

道ど
う

、
球

き
ゅ
う

技ぎ

、
体た

い

操そ
う

立た

て
る
よ
う
頑が

ん

張ば

り
た
い
」
と
意い

気き

込ご

み
を
語か

た
っ
た
。

　

Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ

は
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

上う
え

原は
ら

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）

は
「
７
月が

つ

定て
い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

」
を

２
６
日に

ち

、
聖せ

い

市し

の
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ
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